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1.沿革

「日野JとL、う名称は、古くから本市が四方に眺望の開けた高台で、 「のろし」の台が築か

れていたところから「飛火野」という名がつき、その後、和銅年間に「火野Jと改められ、次

いで「日野Jとなったと伝えられている。

明治・大正から昭和の初期までは、本市は農業を中心K繁栄したが、昭和 10年頃を契機にー

して機械工業の進出が相次ぎ、久しく静寂を保っていた農村は工業都市へと様相を変えてきた。

さらに戦後の国内経済復興につれ、立地的に恵まれている本市では、大小合わせ 70社の工場

が設立され、これに伴い、年々人口が増加した。

昭和 33年、日野町と七生村は両住民の合意陀より合併し、人口 2ス818人の新日野町と

なった。この頃より、都における人口の重心は次第K三多摩地域に移動し、本市の人口も、多

摩平団地の建設開始(昭和 33年)と同時に加速度的陀増加し、昭和 38年 11月 5目、都下

1 2番目、全国 559番目の市として日野市が誕生した。

その後も首都圏にあって恰好の住宅地として注目され、宅地開発が急速に進み、昭和 53年

1月 1日現在の人口は 13ス025人に達した。

明治 10年 11月 南多摩郡日野宿となる。

明治 22年 8月 甲武鉄道(現在の国鉄中央線)が開通。

明治 26年 4月 三多摩の東京府移管と同時代日野町となる。

明治 34年 4月 桑田村と合併、旧日野町が形成された。

大正 14年 3月 玉南鉄道(現在の京王帝都電鉄)が開通。

大正 15年 8月 国道 20号線の日野市と立川市を結ぶ日野橋が架橋される。

昭和 10年頃 機械工業が進出し農村から工業都市へと変った。

昭和 33年 2月 七生村と合併、人口 2ス818人の新日野町となる。

昭和 36年 8月 都市計画区域及び用途地域の指定。

昭和 38年 11月 市制を施行「日野市」となる。

昭和 45年 12月 市街化区域、市街化調整区域の指定。

昭和 48年 11月 用途地域の改定。
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2. 位置及び面積

本市は東京都の南西部、都心より 35伽の地に位置し、北部は多摩川を隔て、昭島市、立川

市、国立市、府中市に、西部と南部は八王子市、多摩市に相接している。面積は 2ス11 km2 

その広がりは、東西氏ス 59km、南北に 5.85 kmである。

日野市境界…………西端 東経 13 9度 21分 40秒

東端東経 139度 26分 40秒

南端 北緯 3 5度 38分 20秒、

北端 北緯 3 5度 41分 30秒

広がり………………東西 7. 5 9陥1

南北 5.8 5均1

面積……………………… 2ス11伽2

周 囲・・・・・・………...……… 25.5 km 

-3-



hrw恥榛

.
~
，
・
~

ヘ
~

W
味同命科

函M附】刊で、l、図



• 

3. 調査の目的

下水道は、公共用水域の水質汚濁を防除し、生活環境の整備、都市の高度利用と美化などの

役割りを担い、都市計画法でも道路、公園等とともに都市の重要な施設とされている。特に本

市では多摩川や用排水路の水質汚濁、浸水被害の発生、水洗化の要望などから下水道事業の促

進が急務となっている。

基本計画は、本市全体を総合的に検討し、最適な下水道システムを設計、建設するために必

要な諸事項を決定し、骨格となる主要な施設の計画を行うものであり、今後の下水道事業の基

本方針となる。そしてこの基本計画を策定するためには総合的判断が下せるように、

自然、的条件氏関する調査(地形、地質、河川流況、気象等)

ii 関連将来計画に関する調査(都市計画、河川計画等)

iii 負荷量に関する調査(水道、人口、産業、工場等)

iv 既存施設に関する調査(道路、地下埋設物、既在の下水道施設等)

のような調査を行い、十分な資料を準備する必要がある。

本調査編は、基本計画策定のため昭和 51年に行なわれた調査の結果、収集された資料氏、

その後のデータを補充してまとめたものである。

-5一



E 調 査

ーも一



1. 地形、地質及び気象

下水道の管渠は自然、流下を原則として設計する。したがって管渠ルートの選定に当っては、

地形等を十分に検討し、ポンプ場および処理場の位置の決定に当っても用地取得の問題はもと

より、地形条件も十分に考慮、されねばならなし、。

また、下水道基本計画立案K際し、幹線管渠、ポンプ場および処理場の位置の決定を行なう

ためには、既存の地質、土質および地下水位等の調査資料を十分活用することが必要である。

(1) 地形の概要

本市は東京都心より南西部約 35km、多摩川の中流右岸氏位置して、市域のほぼ中央を浅

川が貫流し、南東端で多摩川氏合流している。また、北西部は日野台地が形成され、南端治

いは多摩丘陵の北部となっている。

本市の標高は約 60 mから約 18 0 mで、多摩川と浅川の合流点地帯が最も低く、高い所

では浅川右岸山側に位置する多摩自然、動物公園の附近に一部 18 0 mを越える箇所がある。

昭和50年 11月 26日から昭和 51年 3月 31日氏、本市では、東京都が設置した一等水

準点目野市立第三小学校から同日野市立第一中学校に至る一等水準測量を行ない、市内全域

で 21の水準点を設置している。

図 2-1は国土地理院が設置した一等水準点と、東京都及び日野市が設置した水準点の位

置を示したものである。

表 2-1 国設置の一等水準点

図示番号 標石番号 所在地 標 信

日 02003 7 日 野 6 8. 5 8 4 

回 o 2 0 038 日 野 7 3. 5 4 8 

回 020041 1 1 4. 8 7 6 

回 1 1 7 -1 日 野 i 7 5. 1 7 9 

-7-



表 2-2 都設置の水準点

標石番号 所 在 地 標 高 1
日野 (1) 日 野 7 O. 3 3 17m  

日野 (2) 日 野 iロA 1 0 8. 5 6 3 6 

五十
豊 田 7ス55 0 4 

日 多 摩 平 109.2425 

日野 (5) 西 平 山 8 6. 7 6 2 3 

日野 (6) 旭 ケ 丘 1 1 2. 3 5 3 0 

59.0429 

表 2-3 日野市設置の水準点

標石番号 所在地 標 両 標石番号| 所在地 標 局

栄 町 7 6.9 7 5 6 m 1 1 平 山 8 6.55 0 2 m 

2 日 野 .LロA、 1 1 2.55 4 5 1 2 平 山 8 0.86 6 1 
t 

3 旭 ケ 丘 111.3840 1 3 南 平 7 5.1 4 3 7 

4 豊 田 91.8272 1 4 南 平 7 3.6854 

5 多 摩 平 1 0 4.8 6 5 9 1 5 程 久 保 1 2ス31 3 3 

6 川辺神明上 101.3192 1 ~ 程 久 保 101.6094 

7 宮 6ス7547 1 7 局 幡 6 5.6 2 8 7 

8 下 田 6 6.1 885 1 8 程 久 保 1 1 6.7 7 4 3 

? 石 回 6.5.9 0 7 0 1 9 一 沢 6 6.4 945 

1 0 新 井 61.0973 2 0 落 ) 11 5 8.2 2 0 5 

2 1 百 草| 8 4.3 2 3 2 
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(2) 地質及び地下水位

本市の地質の概要は、多摩川、浅川両河川!治いに、れき、砂等で構成される沖積層からな

る平担地が開けているほか、北西部の日野台地ゃ南部の多摩丘陵は関東ロームを中心とする

洪積層で形成されている。

沖積層は現在の河川の滞積物が多く、河川のおぼれ谷、はん濫原三角州及び扇状地などが

これに相当し、地下水位の高い滞水層となるが、地下水の過剰汲み上げによる地盤沈下の恐

れがある。現在まで本市では地盤沈下による被害は見受けられないが、沖積層地域に設置す

る処理場、ポンプ場及び管渠の設計に当っては、不等沈下についても十分に考慮する必要が

ある。地下水位Kついては既存のボーリング資料で測定されているものは少ないが、深度?

m以内K確認されている地点もあり、このような地域では埋設管渠の浮き上がりの可能性が

あり注意を要する。

洪積層は沖積層の地盤よりやや固く基礎地盤として多く用いられる。本市の日野台地及び

多摩丘陵は関東ローム層で形成されていて、そのままで構造物を支持するのには比較的強固

であるが、掘削してこね返すと泥土状になり、水分が抜けず締め固めも函難となるのが問題

となる。しかし、関東ローム層の地域でのN値から推定すると本市では概して非常κ図く、

締まりの状態も良好で、浅い部分で支持層が見られ、支持力は強く、下水道施設の建設に有

利である。

また、圧縮性の大きい土層である有機質シルト、有機質粘土は、多摩丘陵に一部と、日野

駅附近及び多摩川と浅川の合流点に見られる程度である。

図 2-2民地質の概要を示した。また図 2-3はボーリングによる土質調査地点を示し、

図 2-4から図 2-1 4は各地点での柱状図(土質断面図)N値等を示したものである。
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図 2-4 ボーリング柱状図(その 1 ) 
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図 2ー 5 ボーリング柱状図(その 2 ) 
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図 2-6 ポーリング柱状図(その 3 ) 
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図 2- 7 
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図 2-8 ポーリング柱状図〈その 5) 
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図 2- 9 
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ポーリング柱状図(その 7) 図 2-1 0 
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ボーリング柱状図(その 8) 図 2- 1 1 
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図 2-1 2 ボーリング柱状図(そ の 9 ) 
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ボーリング柱状図(その 10 ) 図 2-1 3 
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図 2-1 4 ボーリング柱状図(その 11 ) 
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(3) 気温及び降雨量

農林省蚕糸試験場日野桑園で観測された気温及び降雨量を表 2-4、表2-5K示した。

表 2-4 月別気温及び降雨量

一一一一1一瓦両下耳石下|最上U4最一低 降 雨 量
月別 5 0年

i l 5 0年 lf1年 152年
1月 Bm-28℃ 1JP℃ -44824一寸31.0脚叫 17.0… 
2月 9.も -2.5 1 1. 0 

且0i6 O 一一一
5月 1 2.6 1. 0 1 3.4 3.3 I 8 3.5 

4月 1 8.3 8.7 1ス1 8.0 I 2 0.4 

5月 2 2.6 1 2.7 2 2.4 2 3.9 1 2.4 11 3 3.5 

6月 2 5.2 1 8.5 24.9 118.5 2 4.5 1 8.2 241.5 1 91.0 206.5 

7月 2 9.1 2 1. 4 2スヲ 1虫? 3 0.4 2 1. 7 1 1 3.0 84.5 135.0 

8月 3 0.9 21.6 2玖7 2 1. 4 2 8.6 21.7 1 2呪O 1 1 3.0 386.0 

9月 2 9.3 1呪5 2 6.0 1ス6 2 8.7 I 2 0.0 8虫5 1 74.0 293.0 

1 0月 2 0，3 1 2.7 21.9 I 1 1. 7 2 3.7 1 2.4 283.5 1 6 4.0 48.5 
ー.

1 1月 1 6.2 1 5.7 4.2 1 9. 1 8.4 i 223.5 .9虫5 1 0ス5

1 2月 10，9 
L : 

-0.9 ! 1 2.5 i -0.7 (145 0.9 5 0.5 4 5.5 28.0 

資料農林省蚕糸試験場日野桑園
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表 2ー 5 各降雨継続時間に対する毎年最大降雨量

74雪空間 1 0分 日分』
昭和 33年 8.0 m.m 3 0.5 

3 4 8.5 21.5 

3 5 1 4.0 4 5.5 

3 6 1 3.5 3 8.0 

3 7 1 1. 5 3 2.0 

3 8 1 4.5 3 5.0 

3 9 1 0.5 
43iζ一寸i 

4 0 1 5.5 5ス

4 1 1 6.0 3 5.0 

4 2 1 2.0 3 6.0 

4 3 1ス0 29.0 

4 4 1 1. 5 3 1. 5 

4 5 1 2.0 4 4.5 

4 6 9.0 3 5.0 

4 7 1 1. 0 3 4.5 

4 8 1 2.5 2虫5
1 

4 9 1 3.0 3 1.0 

資料:農林省蚕糸試験場

(4) 浸水状況

日野市では既成市街地周辺の山林や農地が急速に宅地化されてきたが、排水計画、下水道

整備が市街化の進行代追いつかないため農業用水路等がそのまま排水路となり、汚水の流入

Kよって生活環境を悪化している。さらに、市街化の進行は緑地、空地等を減少させ、舗装

面を増加させるので、雨水の流出係数を大きくし、バランスのとれていた雨水の流出量を一

挙に増大させることとなり、既存の排水路等では排除しきれず、市街地での浸水被害地域を

さらに拡大している。

下水道は、こうした生活環境の悪化を防ぎ、浸水被害を解消する施設として有効である。

-25-



表 2-6は本市の過去における浸水状況を表わしたものであり、これらの被害は下水道を整

備することにより減少することが期待できる。なお、浸水区域は図 2-1 5のとおりである。

表 2-6 浸水状況

発生年月 日 床上浸水 床下浸水

昭和 49年 9月 1日 1 2戸 5 0戸

昭和 50年 6月 10日 3 8 7 0 

昭和 51年 9月 7臼 。 3 5 

昭和 52年 7月 7日! 2 6 1 1 

資料;総務部安全対策課

-26-



ート

' 

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク
測
量
調
査
株
式
会
社
調
製

日 野市全「図

昭
和
四
十
九
年
九
月

~ 
2 -15 

ぅ受フドオス;3兄rm 。
とフ浸水区域

野

市

役

27ー



• 

2. 人口の動向

(1) 総人口の推移

本市における戦後から現在に至るまでの、人口動向をながめると、年々増加の一途をたど

っているが、人口増加傾向は昭和 33、 34年を境として大きく 2段階に分けることができ

る。(図 2-1 6、表 2-7 ) 

第 1段階は、大工場等の進出に起因した人口増を挙げることができ、昭和 20年の人口を

1 0 0とすれば、昭和 33年ではその指数は 148となっている。また、その増加傾向はほ

ぼ直線的で年平均 3.7%と比較的ゆるやかであったO

一方、昭和 30年頃(戦後復興経済から高度成長経済への過渡期)から社会情勢は変動し

都心部氏居住する人々がその住居として近郊へ目を向け始めた。本市においても、昭和 33 

年 K日本住宅公団による多摩平団地の造成を契機として人口は増加していった。

この時期からが、ここでいう第 2段階である。第 2段階に入った日野市は、日本住宅公毘、

東京都、日野市、民間とそれぞれの事業体による宅地造成が活発K行なわれ、それK伴う目

覚しい人口の増加があった。その増加傾向は、第 1段階と同様直線裂を示したが、伸びの度

合Kおいて大きく上回わり、昭和 34年の人口を 10 0とすれば昭和 53年では4-1 5とな

り、年平均では 16.5%と急激な人口増加の傾向があった。このような第2段階の人口動向

は、図 2-17'fC示されるよう K三多摩地区の他市民のいても同様な傾向を克ることができ

る。
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図 2- 1 6 行政区域内人口の推移
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資料:住民基本台帳人口調査報告書
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東京都統計年鑑による。



表 2-7 行政区域内人口の推移 (各年 1月 1日現在)

ミ(
総、 人 口

世帯数 男人口 女人口
総 数 前年次からの増 指 数

戸 人 人 人 人 人

34 ス430 1 6，66 7 1 6，3 3 1 3 2，9 9 8 3，2 5 3 1 0 0 

3 5 呪452 1呪649 1 9，3 9 5 39，044 6，046 118 

36 1 0，7 5 3 2 2，1 6 1 21， 935 4 4，0 9 6 5，052 1 34 

3 7 1 1， 8 1 9 2 4，1 0 7 23，710 4ス81 7 3，72 1 1 4 5 

38 1 3，0 1 4 2 6，2 04 2 5，3 8 3 5 1，5 8 7 3，770 1 56 

39 1 4，4 7 1 2 8，87 7 2ス720 56.597 5，0 1 0 1 7 2 

4 0 1 6.4 1 1 31， 810 2史896 6 1，7 0 6 5.1 0 9 1 8 7 

4 1 19，300 3 5，6 5 0 3 3.5 7 6 69.226 ス520 210 

42 2 4，22 4 3 8，8 3 0 36.762 7 5，5 9 2 6，366 229 

4 3 2 5，0 89 4 0.52 2 ス8，049 7 8，5 7 1 2，979 238 

44 2ス324 4 3，2 6 2 4 0，3 0 4 8 3.5 6 6 4.995 253 

45 3 0，21 2 46，873 4 3.7 59 9 0，6 3 2 ス066 275 

4 6 3 3，9 1 4 5 2，1 1 4 4 8，6 7 5 1 0 0，7 8 9 1 .0，1 5 7 305 

4 7 35，783 5 4，88 8 51， 807 1 06，695 5，906 323 

48 5ス31 2 5ス368 5 4，6 0 6 1 1 1. 9 7 4 5，2 7 9 339 

4 9 3呪422 6 0，5 4 6 5ス294 1 1ス840 5，866 357 

5 0 40，767 6 2，7 3 1 59.844 1 2 2，5 7 5 4，735 3 7 1 

5 1 4 2，23 1 6 4，7 2 6 6 1，7 3 0 126，456 3，881 383 

52 43.743 6ス226 6 4，5 9 8 131， 824 5，368 399 

53 4 5，6 1 4 69，900 6ス125 1 3ス025 5，201 415 

資料:市民部、住民基本台帳人口調査報告書
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資料 :I亘勢調査

国勢調査による人口の推移

40年
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区部全体

日野市

45年

* :市音[)全体とは 40年時点で市になっている
都市であり全体で 22市である。
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(2) 人口の自然動態及び社会動態

下水道の基本計画を策定する場合、当該市町村における過去の人口動態を十分に勘案して

計画人口を決定しなければならなし、。ここでは、日野市の過去における人口動態を明らかに

することを目的として、自然、動態、社会動態のそれぞれを明示した。

図 2-1 8は人口の自然動態を示したものである。出生数は逐次増加の傾向を示して、近

年では年間 2，5 0 0 '"'-' 3， 0 0 0人の出生者がある。反面、死亡数はわずかに増加している程

度である。従って自然、増加数としては、昭和 34年では 106人であったものが、昭和 52 

年では 1，9 9 7人と約 20倍氏増加した。 この原因は、宅地開発による若年転入者の逓増に

伴う出生数の増加と、平均寿命の伸びによるものと考えられる。

図2-1 9は人口の社会動態を示したものである。各年ともに転入者数が転出者数を上回

っており、それぞれの年次別推移はほぼ同傾向を示しながら伸びてきた。転入者数、転出者

数がともに年々増加してきた原因としては、本市に定着しない若年層の人口の占める割合い

が大きいものと考えられる。これは先に述べた出生数の増加からも裏付けされる。

人口の社会動態、を最近 5年間氏関して着目すれば、社会増加数は 3，00 0人前後に落ちつ

いている。これは本市最大の多摩平団地(世帯数 2，8 5 2戸)や、とれに次ぐ高幡台団地ぐ世

帯数 1，7 6 0戸)及び百草団地(世帯数1， 4 4 0戸)のような大規模住宅団地の造成が最近

5年聞にはほとんどないためである。
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図 2- 1 9 人口の社会動態

(各年 1月 1日現在)
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表 2-8 人口の動態 (各年 1月 1日現在)

〉:h
、

自 然、 動 態 社 会 動 態

出 生 死 亡 増・ム滅 増・ム滅

人 人 人 人 人 人

34 320 2 1 4 1 0 6 8， 4 9 5 I 1， 0 7 8 ス41 7 

35 504 208 296 ス063 2，239 4，828 
• 

36 1， 058 213 4 1 2 5，651 2，533 3，1 1 8 

3 7 1，027 226 538 5，3 1 9 1，94 9 3，370 

38 1， 1 7 9 247 932 5，383 1，04 4 4，339 

39 1，2 3 1 1 8 7 1，04 4 5，822 1，056 4，766 

4 0 1， 687 265 1， 422 1 2，886 6，788 6.Q 98 

4 1 1，298 422 876 1 1， 6 2 3 ス305 4，3 1 8 

42 2，034 284 1， 750 1 0，4 5 7 ス823 2，634 

43 2，064 349 1， 7 1 5 1 0，4 7 2 ス906 2，566 

44 2，252 369 1， 883 11，342 8.541 2.801 

45 2，390 382 2，008 号772 8，237 

4 6 2，895 397 2，498 1 4，1 8 2 1 0，8 3 1 3，3 5 1 

4 7 2，856 438 2.416 1 4.33 0 11 1， 2 7 6 3，054 

4 8 2，757 442 2，3 1 5 i 1 4，7 6 8 1 1.6 5 2 3，1 1 6 
一ー

49 2F8 4 2 451 2，391 1 4，8 1 1 1 2.4 6 7 2，3 4 4 

50 2，449 444 2.0 0 5 I 1 3，1 3 1 11 1，25 5 1.87 6 

• 
5 1 2，437 435 2，002 i15，781 11μ1 5 3，366 

52 2.481 484 1， 997 i 1 1，2 3 9 3，265 i 1 4.5 0 4 
』

資料:東京都統計年鑑、市民部住民基本台帳人口調査報告書

-35-



図 2-2 0は日野市の出生率と全国平均の出生率を比較したものである。出生率とは、各

年の出生者数が総人口氏占める割合いのことである。図 2- 2 1は総人口に占める 20 .......，3 0 

才代人口の比率を日野市と全国平均とで比較したものである。

昭和 45年では、日野市の出生率は 2.6%で、全国平均の1.9 %と比較してかなり大きな

値を示していた。また、昭和 45年の 20.-....30才代人口の比率も出生率と同様、日野市 43 

%と日野市の方がその比率が大きかった。しかし、昭和 5 0 年では日野市の出生率、 20~

3 0才代人口比率は、ともに全国平均に近づいていることに注目される。

表 2-1 0は、日野市都市計画課調べの住宅地建設状況調書より、事業完了時における世

帯数が 400戸以上の住宅団地を示したものである。これらの住宅団地のほとんどは、事業

完了していて、入居も完了しているが、中には事業途中、入居完了のものもある。入居完了

の団地も含めると、現在、世帯数が 400戸以上の住宅団地は全市で 14あり、総入居世帯

数は 14， 1 2 0戸である。一戸当りの平均人口を 3.5人と仮定すれば、 400戸以上の住宅

団地代入居している人口は 4ヌ000人強で、これは行政人口の%に相当する。図 2-22

にこれらの団地の位置を示した。
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資料:人口動態調査、東京都統計年鑑

市民部、住民基本台帳人口調査報告書
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表 2-920........30才代人口と出生数(日野市) (各年 1月 1日現在)

年 次
① ② ③ |②/① ③/① 
総人口 2 0""""3 9才人口 出生数 2 0""""3 9才率 出生率

人 人 人 弼 省

3 8 51.587 2 1， 5 1 9 1.1 7 9 42 2.3 

3 9 56，597 2 4，2 5 2 1，2 3 1 4 3 2.2 

4 0 6 1，7 0 6 2 6，4 5 0 1， 687 4 3 2.7 

4 1 6史226 3 0，2 4 1 1，298 44 1.9 

42 7 5，5 9 2 3 3，0 98 2，034 44 2.7 

4 3 7 8，5 7 1 34，006 2，064 4 3 2.6 

44 8 3，56 6 3 5，7 89 2，2 5 2 43 2.7 

45 9 0，63 2 3呪12 6 2，390 43 2.6 

4 6 1 00，7 89 43，650 2.8 9 5 4 3 2.9 

4 7 1 0 6，6 9 5 4 5，4 4 2 2，856 43 2.7 

48 111， 974 4 6，82 1 2，757 42 2.5 

49 1 1ス840 4 8，1 2 9 2，842 4 1 2.4 

5 0 1 2 2，5 7 5 48，709 2，449 4 0 

:シ5 1 1 2 6，4 5 6 4呪042 2，437 3 9 

52 131， 824 5 0，54 6 2，481 3 8 
t 

資料:市民部、住民基本台帳人口調査報告書
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表 2-1 0 世帯数 400以上の住宅団地の事業開始年次と事業完了時の入居世帯数

団 地 名 磯勝昨次i面 積 戸 数 人 口 人口密度

人 7人7AU  
① 多 摩 平 団 地 矢982

昭和市 1 2 9. ド; l 
②平 山 団 地 2，8 7 0 412 

③ 平山都営住宅 る9 5.2 1 463 1，6 2 1 3 1 1 

④西武百草画団地! 4 1 532 1， 862 91 

日本電建第二団地 !

一
③ 4 1 593 2，076 1 05 

f 

⑤ 南 平 4口3、 団 地 4 1 5.1 9 450 1， 575 303 

⑦高 幡 A口A 団 地 4 2 1，760 6，1 6 0 1 75 

一ー

③百 草 団 地 4 2 2540 i 1， 440 5，040 198 

③ 都営新井団地 4 3 470 1， 645 503 

⑬ 多摩みなみが丘団地 4 3 14.7 420 1， 470 1 00 

⑬信販百草圏団地 4 4 1 8.7 603 2，1 1 1 

⑫京王平山住宅地 4 9 5 1. 4 1， 253 85 

⑬ 新南平台団地i 5 0 450 1，575 303 

⑬鹿 島 ぷロA、 団 地! 5 0 1 9.1 7 ! 504 1.764 92 

長人口は一戸当り 3.5人として算出した。

資料:都市計画課
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• 

(3) 町別人口及び人口密度

町別の現況人口密度は表 2- 1 1 K示すとおりである。人口密度の一番高い地域は多摩平

で 13 1人/haであり、市全域の人口密度は 58人/haである。なお、下表の面積陀は多

摩川、浅川の河川敷は含まれていない。

表 2-1 1 町別人口及び人口密度 (昭和 53年 1月 1日現在)

地 域 人 口1面積寸|一人一口鶴| 地 域 人 口|面積

人|叫 N'ba 人 ha

※新 町 3， 2 2 0 I 7 4 I 4 3. 5 大字豊田 440 I 1 4 

※栄 町 4， 5 0 4 I 6 2 I 7 2.6 川大字辺堀之内 898 4 3 

※多摩平 大字上回 1，035 29 

※日野台 5，5 2 7 9 1 60.7 大 チ企...... 宮 849 26 

※豊 回 4，2 1 9 75 5 6.3 大字下回 1， 1 7 6 36 

※東豊田 4，723 7 0 6 Z 5 I 大字万願寺! 432 23 

※旭が丘 ス31 8 1 2 8 5ス2 大字新井 3，379 56 

※南 平 11， 501 1 9 4 59.ろ 大字石田 1， 245 49 
『

※平 山 ス515 5 8.7 局 幡 1，954 48 

※東平山 56 1 0 4.7 南 平 752 48 

※西平山 4，242 1 0 2 4 1. 6 ~ 乏 久 保 免569 1 98 

※さくら町| 。1 3 0.0 一
沢 l 8，380 1 23 

※富士町! 。1 1 0.0 落 J 11 3，278 6 2 

大字日野 19，0873191 5 9.8 草| 8，381 1 5 0 

計113ス025 2，362 
L.ーー-

資料: (人口)住民基本台帳人口調査報告書

(面積)※は町名地番整理施行済の地域で、市の公称面積

その他の地域は今回プラニメータにより測定
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(4) 昼間人口と夜間人口

下水道における計画人口は、一般には夜間人口を意味するが、昼間における人口流入も、

又、計画汚水量の算出の際に考慮する必要がある。

次表は本市の昼間人口と夜間人口の推移を示したものである。これによると夜間人口が昼

間人口を上回っており、本市のベッドタウンとしての性格をよく表わしている。

表 2-1 2 昼間人口と夜間人口の推移(各年 10月 1日現在)

年 次 昼間人口

昭和 30年 2 6，4 1 6人

3 5 39，582 

4 0 6 2，3 4 2 

4 5 91， 620 

5 0 1 1 4，2 6 9 

資料:国勢調査

(5) 将来人口の推計

a .推計の方法

夜間人口 人口差

2ス305人 -889人

4 3，3 9 4 -3，81 2 
『

6ス979 -5，637 

98.557 -6，937 

1 2 6，84 7 -1 2，5 7 8 

過去の人口の動向から、昭和 70年における本市行政区域内総人口を推計する。将来総

人口の算出は次の方法で行い、結果を比較検討した。

ω 昭和 34年以後の年平均伸び数を一定とする方法。
(B)ωの方法で 50 0 0人以上の大規模団地に居住する人口を差し引く万法。

(c) 社会増数及び自然、増率を過去の平均値とする方法

(D) 社会増数を最近5年間の平均とし、自然、増率を全国平均とする方法。

(A) 七生村との合併により現在の市域となるとともに、多摩平団地が着工され昭和 34年

を境K人口増加の傾向が急変した。このことは図 2-1 6 ~明らかであり、同様K図 2

- 1 6より昭和 34年以後の傾向はほぼ安定して、直線的代人口が増加している事が判

る(A)ではこの傾向をたどることにより昭和 70年の人口を予測する。

算出式
P53 - P34 

y = P53 +... :;j7 ; :4 X ( x -5 3 ) 
53-34 

x ;昭和x年、 y:昭和x年での人口、 Pi :昭和 i年の人口

-43-
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(B) (心で用いた昭和 34年以降の傾向は区画整理及び開発行為による住宅の急増が主な原

因であると考えられる。しかし今後大規模な開発行為の計画がないため、人口の増P加の

傾向は穏やかになると思われる。このため、過去の人口増加から、 5000人以上の団

地分を差し引き将来の人口を予測する。

表 2-1 0より 5000人以上の団地は表 2-1 3のとおりである。

表 2- 1 3 5.0 0 0人以上の団地

団 地 名 事業開始年次 戸 数 人 口

多 摩 平 団 地 昭和 33年 2，852戸 呪982人

局 幡 iロh 団 地 4 2 1，760 6，1 6 0 

百 草 団 地 4 2 1，44 0 5，040 

ぷ口』 言十 一 6，052 2 1， 1 8 2 

算出式
P53 - P 34 - 2 1. 1 8 2 

y = P53 + ... ::l" r:-"';4 7 -A .， • -- x ( x -5 3 ) 
53 - 34 

(c) これは、人口増加を自然増と社会増の要因別に分けて、それぞれの傾向を基に将来人

口を予測する。

自然、増の総人口氏対する増率を過去のデ}タより表2-1 4のように算出し、この平

均値を用いる。

社会増は表 2-8より社会増数の平均値を用いる。

算出式 ( x-5 3 ) 
y = P 53 X ( 1 + O. 0 1 9 5 )'.... ~ -/ + 3， 9 4 0 X ( x - 5 3 ) 

-44-
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表 2-1 4 自然増率

年度 自然増数 前年度総人口 自然増率

34 106人 一人 一

35 296 32，998 0.009 0 

3 6 4 1 2 5史044 0.0 1 0 6 

3 7 538 4 4，0 9 6 0.0 1 2 2 

38 932 4ス817 0.0 1 9 5 

3 9 1，044 5 1，5 8 7 0.0202 

4 0 1， 422 5 6，59 7 0.0 2 5 1 

4 1 876 6 1，7 0 6 0.0 1 4 2 

4 2 1， 750 6呪226 0.0253 

43 1，7 1 5 7 5，5 9 2 0.022 7 

"一
44 1， 883 7 8，5 7 1 0.024 0 

圃

45 2，008 8 3，5 6 6 0.0240 

4 6 2，498 9 0，6 3 2 0.02 7 6 

4 7 2，4 1 6 1 0 0，7 8 9 0.024 0 

48 2，31 5 1 0 6，69 5 0.0 2 1 7 

4 9 2，39 1 1 1 1， 9 7 4 0.0 2 1 4 

5 0 2，005 1 1ス840 0.0 1 7 0 

.， 5 1 2，002 1 2 2，5 7 5 0.0 1 6 3 

52 1， 997 1 2 6，4 5 6 0.0 1 5 8 
. 

昭和 34 ，......， 5 2年の平均 0.0 1 9 5 
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(D) (C)と同じ考え方であるが、自然増率は表 2-1 4から判るように昭和 46年より減少

しており、今後もさらに低下すると考えられる。ここでは自然増率を全国平均値1.2 3 

%とする。

一方社会増数も大規模住宅団地の開発が落ち着いた近年 5ヶ年の平均値を用いて将来

人口を予測する。

算出式 ( x-5 3 ) 
y = PS3 X ( 1 + 0.0 1 2 3 )，.- --， + 2，7 9 3 X ( x -5 3 ) 

b .人口の予測結果とその検討

ω'"'-'(ゅの方法により予測した将来人口は次のようになる。

表 2- 1 5 各方法による人口予測値

人 口
予測方法

昭和 60年 昭和 65年 昭和 70年

ω 1 7 5，0 0 0人 2 0 3，0 0 0人 23 0，00 0人

1'(戸BP)¥ 
1 6 8，0 0 0 189，000 2 1 1， 0 0 0 

(。 1 8 4，0 0 0 2 2 0，0 0 0 2 5ス000

(D) 169，000 1 9 2，0 0 0 2 1 6，0 0 0 
一一一一一一一一一一一一一←一一一一一 一 一 一

上表の結果を比較するとω、ゆが(B)、(D)VC比べて高い値となっている。これは仏)、 (c)で
過去の傾向をそのままトレンドしているためである。しかし、ω、(c)の根拠となっている
大規模な住宅団地の開発は今後新たに行なわれる計画がなく、一方自然、増率も低下する傾

向にある。このような事を考え合せると、将来人口は(B)、(防の方法による予測値が妥当で

あると考られる。

東京都で行なわれた、都全域を対象とする流域別下水道整備総合計画では本市の下水道

計画人口を 21 1， 0 0 0人としている。これは上氏述べた(B)と同じ値であり妥当な数値と

考えられる。
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3. 産業の動向

(1) 産業別就業人口

昭和 50年の国勢調査の結果によれば、第二次産業、第三次産業に就業する人口の割合は

9 8 %であり、第一次産業に就業する人口はわずか 2%にすぎな L、。図 2- 25は産業別の

1 5才以上就業人口の推移を、日野市と全国で比較したものである。本市の第二次産業の主

流を成しているのは製造業で、第三次産業の主流はサービス業である。

司

図 2-25 産業分類別 15才以上就業人口

(日野市)

第1次産業 第 2次産業 第 3次産業

昭
和
刊
年

_.酌

26 3 3 4 1 
% % % 

/ / 
1 0 4 1 49 

% ヲ6 争

6 4 5 4 9 
qも % ヲる

5 4 3 54 

% 弼 ¢ 

/ 
-2%  

4 0 58 

守も qも

i 

昭
和
日
年

昭
和
川
年

昭
和
何
年

昭
和
日
年

資料;国勢調査
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各年 10月 1日現在

(全国)

第 1次産業 第 2次産業 第 5次産業

4 0 24 36 

係 % ヲ6

/ 
32 2 8 40 

% qも 噴

/ 

2 6 32 42 

% qる % 

/ 

1 7 35 4 8 

% 各 % 

1 4 34 52 

領 % % 



宅，

(2) 工業

本市Kは、昭和 10年ごろから小西六、日野自動車、富士電機、羽田ヒュ}ム管等が進出

し、また、昭和 35年Kは平山台土地区画整理事業による工業団地の造成Kより、帝人、東

芝等の工場進出があった。昭和 51年の本市の工場従業者数は 1ス441人であり、その時

の行政人口 12 6， 4 5 6人の 14 % I(C相当し、本市はベッドタウンであるとともに、工業都

市としての様相も呈している。

図2-2 6、2-2 7はそれぞれ工場数の推移及び工場従業者数の推移を示したものであ

る。ただし、ここでいう工場とは産業分類の製造業のことである。昭和 45年までは工場数

の増加に比例して工場従業者数も増加したが、以後、工場数は急速に伸び、工場従業者数は

ほとんど横ばいという現象が見られた。これは好景気の折、大工場周辺氏新規の中小工場が

乱立したためと考えられる。

図 2-28は、製造品出荷額等の推移を示したものである。ここに示した製造品出荷額等

は、日本銀行統計局編集、発行による物価指数年報から、産業別卸売物価指数の総平均を用

い、基準年を昭和 45年として計算した実質製造品出荷額等である。本市の製造品出荷額等

は、昭和 48年をピークとして、昭和 49年には減少のきざしが見え、 50年ではさらに減

少していることが注目される。これは、 48年末のオイルショックの影響によるものと考え

られる。

本市の産業構造は、産業中分類別にながめると、数社の大手工場が、化学、電機及び輸送

機器の業穫に集中し、その他の業種の従業者数、製造品出荷額等の占める割合は非常K小さ

い。図 2-28には、雪印乳業が中心を成している食料品工業、小西六写真工業の化学工業、

富士電機の電気機械工業、日野自動車の輸送機械工業、以上 4業種の合計製造品出荷額等の

推移も示したが、これらの占める割合は昭和 5 1年では 82係強である。

また、本市の工業を地域的にながめると、中央線の北西地区、つまり多摩平団地をはさん

で平山台、日野台地区等の台地に大工場、中小工場が集中しているほか、日野市役所の東側

地区にも集中している。浅川右岸は典型的な住宅街であり、ほとんど工場が建設されていな

し、。
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資料:工業統計調査

工場数の推移

(各年 1
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表 2-1 6 産業中分類別工場数 (各年 12月31日現在)

長訴え 42年 4 3年 44年 4 5年 4 6年 4 7年 48年 4 9年 50年 5 1年

総数 93 97 93 1 01 11 3 1 50 188 218 259 251 

1 8食
1 9 

ロロロ 6 6 7 6 8 11 9 14 16 1 6 

2 0繊 維 7 6 5 4 4 5 5 3 5 3 

2 1衣 B反 一 一 一 一 2 一 2 2 

2 2木 材 一 一 一 2 4 4 4 4 

" 23家 具 2 4 5 4 2 4 7 11 1 0 1 0 

24パノレプ・紙 2 5 5 2 5 6 6 

25印 刷 3 3 5 4 7 1 3 1 3 1 7 1 4 

2 6イヒ 弓お込Zー. 4 3 4 5 3 6 5 5 4 5 

2 7羽由・石炭 一 一 一 2 2 2 2 2 

28ゴ ム 一 一 一 一 一 一 一 一

29皮 革 一 一 一 一 一 3 3 

3 0窯 業 4 4 4 4 7 6 6 6 6 6 

3 1鉄 鋼 一 一 一 一 一

32非 鉄 3 2 5 2 

3 3金 属 11 1 1 7 ? 1 1 11 1 9 27 28 27 

34機 械 1 0 1 1 11 1 3 1 0 14 1 9 23 29 33 

3 5電 機 23 24 24 26 34 47 57 57 69 70 

3 6輸 機 7 7 9 7 7 6 8 1 0 1 3 9 

• 
3 7精 機 1 1 1 1 1 2 14 1 6 21 22 21 19 

3 9その他| 21 ~_1 51 11 1 21 22 

資料:工業統計調査
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表 2-1 7 産業中分類別工場従業者数 (各年 12月 31日現在)

ぷ訟をと 4 2年 43年 44年 4 5年 46年 4 7年 4 8年 49年 I5 0年 5 1年
総数 1 6，03f;-. 16，5ぬ 1ス2to 1 8之が 17.9~ 18，96t 1虫1お 18，71¥t 17.9~ 1 Z4必1
1 8食
1 9 

ロロ口 527 539 623 601 608 655 646 603 617 603 

2 0繊 維 1 84 211 238 220 219 203 165 166 1 90 199 
-ー

2 1衣 月反 一 一 一 x 一 x 一 x x x 

22木 材 一 x 一 x 一 x 43 1 7 1 8 1 9 

• 2 3家 具 x 11 6 89 11 3 x 1 35 1 61 1 34 1 03 105 

24パルプ・紙 x x X x 362 31 x 415 448 446 

2 5印 席リ x 228 1 1 1 129 1 32 479 538 1 86 218 186 

26イヒ 寸井崎ー 2，703 2;531 2，554 2，547 2，498 2，391 2，258 2，302 2，319 2，160 

2 7郡由・石炭 x x 一 一 一 x x x x x 

28ゴ ム 一 一 一 一 一 x 一 一 x 一

29皮 革 一 一 一 一 一 x x x 27 24 

、“ 

3 0窯 業 233 228 205 222 320 258 235 219 203 185 

3 1鉄 鋼 x x x x 一 一 一 一 x 一

32非 鉄 x x x x x 37 x x 8 x 

3 3金 属 277 244 1 30 1 98 1 76 231 168 188 120 137 

34機 械 303 347 360 603 247 271 313 990 8-78 784 

3 5電 機 4，077 4，741 5，285 5，678 6，1 34 6，296 6，445 5，535 5，203 5，064 

36輸 機 5，771 5，378 5，240 5，685 5，825 6，270 6，798 6，613 6，211 5.873 

37精 機 1，378 1，506 1，687 1，394 1，365 1，515 1，205 1，207 1，230 1，472 

39その他! x x 87 43 59 95 85 103 1 51 

資料;工業統計調査
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(億円)
図 2-28 製造品出荷額等の推移
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資料:工業統計調査
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表 2-1 8 産業中分類別製造品出荷額等(その 1) 

(各年 12月 31日現在)

トI~産ミ業~区\~分九~区年\7次ノ 昭和 4 1年 昭和 4 2年

I造品 物価指数 実質製造品 製造品 物価指数
実質製造品

出荷額等 出荷額等 出荷額等 出荷額等

百万円 百万円 百万円 百万円
総 数 8 0，6 8 5 9 2.7 8ス039 9 6，8 1 7 9 4.0 1 0 2.9 9 7 

1 8食
1 9 料 品 4，488 4，841 4，659 4，956 

20繊維工業 348 375 321 341 

2 1衣服その他 一 一 一 一

22木材木製品 一 一 一 一

2 3家具装備品 1 2 6 1 3 6 x x 

24パルプ・紙 x x x x 

25出版印刷 x x x x 

26化学工業 1 2，997 1 4，0 2 0 1 1， 1 7 3 11，886 

2 7石油・石炭 x x x x 

28ゴム製品 一 一 一 一

29皮 草 一 一 一 一

30窯業土石 786 848 926 985 

3 1鉄 鋼 業 x x x x 

32非鉄金属 x x x x 

33金属製品 278 300 672 71 5 

34一般機械 500 539 664 706 

35電気機械 ス743 8，353 1 1， 5 1 6 1 2，2 5 1 

36輸送機械 4 8，5 3 9 5 2，3 6 1 6 1，2 5 0 6 5，1 6 0 

3 7精密機械 4，207 4，538 3，532 3，757 

39そ の 他 xi x XI x 
g 

資料:工業統計調査
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表 2-1 9 産業中分類別製造品出荷額等(その 2) 

(各年 12月 31日現在〉

:対
昭和 4 3年 昭和 4 4年

T 

製造品 物価指数実質製造品 製造品 物価指数
実質製造品

出荷額等 出荷額等 出荷額等 出荷額等

百万円 百万円 百万円 百万円
総 数 1 0 8，5 3 9 9 4.6 1 1 4，7 3 5 1 3 5，9 5 6 9 7.7 1 3ヌ15 7 

1 8食
1 9 料 品 4，736 5，006 5，942 6，082 

'一
2 0繊維工業 539 570 921 943 

2 1衣服その他 一 一 一 一

22木材木製品 x x 一 一

2 3家具装備品 254 268 277 284 

24パルプ・紙 x x x x 

25出版印刷 1，223 1，293 551 564 

26化学工業 1 2，6 1 7 1 3，3 3 7 1 5，83 7 1 6.2 1 0 

2 7石油・石炭 x x 一 一

28ゴム製品 一 一 一 一

29皮 革 一 一 一
h 三e 一一

30窯業土石 1， 056 1， 1 1 6 11 1，1 5 8 1，1 85 

3 1鉄 鋼 業 x x x x 

32非鉄金属 x x x x 

33金属製品 695 735 331 339 

34一般機械 890 941 1， 252 1，281 

35電気機械 1 6，6 2 0 1ス569 23，893 2 4，4 5 5 

36輸送機械 6 3，1 9 3 6 6，8 0 0 76，367 7 8，1 6 5 

3 7精密機械 5，284 5，586 6，255 6，402 

39そ の 他 x x x 

資料:工業統計調査
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表 2- 2 0 産業中分類別製造品出荷額等(その 3) 

(各年 12月 31日現在)

:只
昭和 45年 昭和 46年

製造品 物価指数 実質製造品 製造品
物価指数

実質製造品
出荷額等 出荷額等 出荷額等 出荷額等

百万円 百万円 百万円 百万円
総 数 1 66.2 1 5 1 0 0.0 1 6 6.2 1 5 1 7 3.3 0 3 ?呪2 1 7 4.7 0 1 

1 8食
1 9 料 品 ス29 1 ス291 608 6 1 2 

2 0繊維工業 1.1 4 3 1， 1 4 3 2 1 9 221 

2 1衣服その他 x x 一 一

I 22木材木製品 x x 一 一

23家具装備品 433 433 x x 

24パルプ 。紙 x x 362 365 

25出版印刷 785 785 1 32 1 33 

26化学工業 1 0.6 5 8 1 0.6 5 8 2.498 2，5 1 8 

2 7石油・石炭 一 一 一 一

28ゴム製品 一 一 一 一

29皮 革 一 一 一 一

3 0窯業土石 1，228 1， 228 320 323 

3 1鉄 鋼 業 x x 一 一

32非鉄金属 x x x x 

3 3金属製品 839 839 1 7 6 1 7 7 

34一般機械 3，25 1 3，25 1 247 249 

3 5電気機械 2 6，3 2 5 26.325 6，1 3 4 6，1 83 

36輸送機械 101， 208 101， 208 5，825 5.8 7 2 

3 7精密機械 ス425 ス425 1.365 1， 376 

39そ の イ也 339 339 43 43 

資料:工業統計調査
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表 2- 2 1 産業中分類別製造品出荷額等(その 4) 

(各年 12月 31日現在)

l:ミ
昭和 47年 昭和 48年

逼間 物価指数 実質製造品 製造品 物価指数
実質製造品

出荷額等 出荷額等 出荷額等 出荷額等

百万円 百万円 百万円 百万円
総 数 2 02，0 28 1 0 2.4 1 9ス293 2 6 8，7 8 2 1 2 5.5 214，169 

1 8食
1 9 料

ロEロ3 8，748 8，543 史758 ス775

2 0繊維工業 1， 1 0 1 1， 0 7 5 1，42 5 1，1 3 5 

2 1衣服その他 x x 一 一

22木材木製品 x x 350 279 

2 3家具装備品 761 743 1， 086 865 I 

24パルプ・紙 9 0 88 x x 

2 5出版印刷 4，593 4，485 5，753 4，584 i 

2 6化学工業 2 4，5 1 5 2 3，9 4 0 30，076 2 3，96 5 

2 7石油・石炭 x x x x 

2 8ゴム製品 x x 一 一

2 9皮 革 x x x x 

3 0窯業土石 1，9 1 9 1， 874 2，1 6 6 1， 686 

3 1鉄 鋼 業 1 一 一 一 一

32非鉄金属 】 247 241 x x 

3 3金属製品 729 712 756 602 

34一般機械 999 976 1，586 1，264 

3 5電気機械 33，063 3 2，2 8 8 40，738 3 2，4 6 1 

3 6輸送機械 1 1 2，94 4 1 1 0，2 9 7 1 6 2，0 1 8 1 2史098

3 7精密機械 1 0，63 4 1 0，3 8 5 1 1， 2 2 2 8，942 

3 9そ の 他 420 410 648 5 1 6 

資料 :工業統計調査
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表 2-22 産業中分類別製造品出荷額等(その 5) 

(各年 12月 31日現在)

lお
昭和 4 9年 昭和 5 0年

製造品 物価指数実質製造品 製造品 物価指数
実質製造品

出荷額等 出荷額等 出荷額等 出荷額等

百万円 百万円 百万円 百万円
総 数 3 2 0，8 6 8 1 5 4.9 2 0ス14 5 2 8 2，8 99 1 5 6.9 1 8 0，3 05 

1 8食
1 9 
料 ロにロ3 10，798 6，9 7 1 1 0，4 1 1 6，635 

20繊維工業 2，351 1，5 1 8 2，5 7 8 1， 643 

2 1衣服その他 x x x x 

22木材木製品 7 1 46 7 6 48 

2 3家具装備品 786 507 6 1 0 389 

24パルプ・紙 6，809 4，396 6，882 4，386 

2 5出版印刷 1，3 8 5 894 1，580 1， 0 0 7 

2 6化学工業 34，4 1 1 2 2，2 1 5 3 6，4 8 8 2 3，2 5 6 

2 7石油・石炭 x x x x 

28ゴム製品 一 一 x x 

29皮 革 x x 281 1 79 

3 0窯業土石 2，578 1，6 6 4 2，388 1，522 

3 1鉄 鋼 業 一 一 x x 

32非鉄金属 x x 2 3 1 5 

3 3金属製品 8 1 4 526 407 259 

34一般機械 ヌ058 5，8 4 8 6，4 1 2 4，087 

3 5電気機械 4 5，2 1 3 29，189 4 8，1 9 6 3 0，71 8 

3 6輸送機械 1 8 8，8 8 1 ! 1 2 1， 9 3 7 1 4 3，3 6 1 91，371 

3 7精密機械 1 5.8 2 0 1 0，2 1 3 21， 315 1 3，5 8 5 

39そ の 他 674 435 5911 377 

資料:工業統計調査
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表 2- 2 3 産業中分類別製造品出荷額等(その 6) 

(各年 12月 31日現在)

:ぷ
昭和 51年

U造品 物価指数 実質製這港担
出荷額等 出荷等

百万円 百万円
総、 数 2 9 5，5 1 6 1 6 5.4 1 7 8，(> 6 7 

1 8食 料 品 1 0，6 1 7 6，4 1 9 1 9 

2 0繊維工業 3，486 2，1 0 8 

2 1衣服その他 x x 

2 2木材木製品 84 5 1 

2 3家具装備品 640 387 

24パルプ・紙 6，495 3.927 

2 5出版印刷 1，63 7 990 

2 6化学工業 3 0.83 6 1 8，6 4 3 

2 7石油・石炭 x x 

28ゴム製品 一 一

29皮 草 272 1 6 4 

3 0窯業土石 2.384 1， 4 4 1 

3 1鉄 鋼 業 一 一

3 2非鉄金属 x XI  

.3 .3金属製品 623 377 

34一般機械 スo4 1 4，257 

3 5電気機械 56，246 3 4，0 0 6 

36輸送機械 1 4 5，5 0 7 8ス973

3 7精密機械 2ス31 1 1 6，5 1 2 

39そ の 他 1，28 61 778 

資料:工業統計調査
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(3) 商業

商業の発展は、人口の増加と共に鉄道駅を中心に進んでいる。しかし、全般に小規模な商

庄が多く、人口の増加に追いついていないのが現状であり、今後さらに発展すると思われるo

表 2- 2 4 商底数従業者数と年問販売額 (各年 7月 1日現在)

互瓦¥主全 商 庖 数 従業者数 年間販売額

4 1年 689 2，3 7 2 ス61 8 

4 3年 825 2，869 1 2，9 1 4 

4 5年 948 3， 7 7 2 2 1，8 8 5 

4 7年 1，0 7 9 4，039 2 6，9 2 9 

4 9年 1， 1 7 7 4，366 4 2，2 3 4 

5 1年 1， 427 5，466 7 2，1 5 3 

資料:商業統計調査

(4) 畜産業

本市における畜産の主なるものは、牛及び豚であるが、畜産専業農家は少なく飼養農家数

も漸次減少している状況である。このような現象は近郊の他市においても同様な傾向があり、

都市化の活発な地域における畜産業について、一般的Kいえることは次のようなことである。

近年、農;業は種々の外部条件によって衰退しているが、その中氏あって比較的農耕地を必

要としない畜産は有力な事業であり、畜産にかかる ウェイ トは益々大きくなると予想される。

反面、家畜排世物の農地還元が年毎に困難にな り畜彦の存続が危ぶまれていることや、利益

の薄いことなどから、畜産施設に対する投資は難しくなっている。また、飼料の値上りも激

しく、生産額にもひびいてきているのが現状である。

従って、本市の畜産業は、将来飛躍的な発展をとげることは考え難く、将来においても公

共用水域の水質汚濁源としてその占める割合は非常K小さいものと予想され、家畜排水を下

水処理する必要はないものと思われる。しかし、家畜排水をもし下水道に受け入れるとして

も、このために特K多額の費用がかかるとは思われなL、。

ここでは、家畜排水の取り扱いの問題は別として、本市の家畜の中で公共用水域の水質汚

濁にわずかながら寄与している牛及び豚について、その頭数の推移を図 2-29、 2-3 0、

表 2- 2 5 VC示した。ここで、鶏を無視したのは、 鶏の排j世物は肥料として使用されるため、

実質的に零と考えられるためである。図 2- 2 9から牛頭数は昭和 45年まではほぼ一定で、

昭和50年ではわずか5年でYsvc減少している。また、図2-30は豚頭数の推移であり、各年のば

らつきがあり、減少傾向も増加傾向も示していなし、。概して本市の家畜頭数は、非常K少ないとL、える。
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図 2- 29 牛頭数の推移

(頭)
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(頭)I 図 2- 30 豚頭数の推移
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資料:農業サンセス
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表 2-25 牛及び豚頭数の推移

KL 
牛

豚
乳用牛 役肉用牛 言十

頭 頭 頭 頭
昭和 38 1 6 5 4 7 2 1 2 293 

3 9 264 3 8 302 294 

4 0 1 8 3 3 0 213 364 

4 1 1 8 9 9 1 9 8 429 

• 
4 2 1 89 1 0 199 300 

4 3 147 4 8 1 9 5 3 1 6 

4 4 1 5 2 5 2 204 200 

4 5 1 4 6 8 1 227 381 

5 0 69 2 7 1 388 

資料農業センサス
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4. 土地利用の現況と計画

(1) 土地利用の現況

本市は区部近郊都市として宅地開発が昭和 30年頃より行なわれるようになり、所得倍増

計画を契機として経済が高度成長をとげた昭和 37-45年が最も活発であった。開発は主

に日野台地と南部の多摩丘陵を中心K進められ‘急速に人口を増大させたわ

従来.日野市の農耕地は昭和 38年時点において 32. 8 %であったが.宅地開発により昭

和 52年にはほぼ半減し 16. 9完となり.代りに宅地が 15.7%から 37. 1 9もと約 2.5倍に

増加し.その結呆田畑は低地近くだけに残ることとなった門地目別土地面積の年次別推移を

図 2-3 1及び表 2-26VC示した。又.凶 2-32VC地目別土地利用の現況を示した白

図 2- 3 1 地目別土地面積の推移
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資料:固定資産概要調書
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表 2-2 6 地目別土地面積の推移 (各年 1月 1日現在)

kぞ|総: 数 田 畑 乞~ 地 山 林 その他

2ス110，O00 n12 5.800，O00 W12 5，100，O00 HZ2 4，250，O00 nt2 3Y50DOO WE2 m2 
昭和 38年 1 0，01 0，0 00 

昭和 39年 2ス110，000 4，025.340 4，91 8，320 |仰1.702 4.1 84，730 呪579.908

昭和40年 2ス110，000 3，978，848 4，882.321 4，678.965 4，1 02.815 矢46ス051

昭和41年 2ス110，000 3.843.984 4，7 6 6.30 2 5.098，535 3.91 3.406 矢48ス773

昭和42年 2ス110，000 3.793，394 4，712.7 34 5，500，570 3，7 99.344 9.303，958 

昭和 43年 2ス110，000 3.660，501 4，743.4 78 ス565，445 3，523.641 ス616.935

昭和44年 2ス110，000 3.744，8 8 7 4，48ス598 ス298，173 3.045，604 8，533，7 38 I 

昭和 45年 2ス110，000 3，7 31.89 6 4，125，61 5 8，036.023 2.940，492 

昭和 46年 2ス110，000 3.619.829 3.86ス763 。8，60 8，8 4 9 2.123，302 8，890，257 

昭和 47年 2ス110，000 3.364，964 3，694，209 8β13，745 2.119.348 虫11ス734

昭和 48年 2ス110，000 3.1 79.801 3.43ス139 虫21ス360 2.109.340 別刷oI 

昭和 49年 2ス110，000 2.979.11 8 3，278，162 9.31ス897 2D 1 3，911 

昭和50年 2ス110，000 2.866.216 3.070，265 呪476.160 2.004，827 呪692.532

昭和51年 2ス110，000 2.736，51 9 2.7 81.261 呪690，520 1. 928，888 引972.812

昭和52年 I2 7， 1 1 0，0 0 0 l 2.194，227 2.39山 5 門戸0，69三J-wω63 10，592.403 

資料:国定資産概要調書
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(2) 市街化区域及び用途地域

下水道は.水質保全施設であると同時vc.都市における生活環境の向上を図るため不可欠

な施設である白このため.都市計画法においては.下水道を都市施設のーっとして掲げてい

る(都市計画法第 11条第 1項第 5号)のみならず.市街化区域内においては道路、公園と

ともに、下水道の都市計画を必ず定めるべきものとし(向法第 1 3条第 1項第 4号)下水道

が市街地に最低限必要な基幹的な公共施設であることを示している。従って、都市計画区域

内で下水道を設置する場合には.都市計画に基づいて下水道の整備に関する計画を定め.当

該都市の土地利用に関する計画やその他の都市施設に関する計画と整合性を保ち.都市の健

全な発展と秩序ある整備を凶る必要がある n 本市は近隣市町村と一体の都市として総合的に

整備し、開発し 保全する必要がある区域として.昭和 36年 8月 29日K行政区域全域

2. 7 1 1 ha を都市計画区域K指定し、さらに用途地域を定めたn 昭和 45年 12月 26日

には.無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を凶るべく市街化区域および市街化制整区

域を指定し.昭和 48年 11月 20日現行の用途地域に改定した【

本市の土地利用計画は首都圏Uておけるベッドタウメとしての色彩が強く.住居関係が8ス7

%を占めており.次いで工業関係が 10.3 %で工業都市の一面ものぞいている。工業地域は

八王子市に隣接する高台にあり.準工業地域は低地の高台に近い箇所代計画配置されている白

表 2-27vc市街化区域及び用途地域別面積の内訳を示し.凶 2':"'33VC市街化区域及び

用途地域凶を示した F

表 2-2 7 都市計画区域の用途地域別面積

都 市 計 画 区 域 (用途地域改定S.毎日.1:1. 20) 
用途地域

市街化区域 市街化調整区域 メ口~ 言十 ー 構成比率

第 1種住居専用 1，57 0 ha 7 7 ha 1. 6 4 7 ha 6呪7O山Z 

第 2種住居専用 360 5 365 1 5.5 

住 居 2 5 8 6 0 2.5 

近 隣 商 業 26 26 1.1 

商 業 2 1 一 2 1 0.9 

準 工 業 89 一 89 3.8 

工 業 154 一 154 6.5 

計 [2.2，2 2 ¥.1 4 0 〆 2，364 1 0 0.0 

河 ) 11 一 349 349 一

行 政 面 積 '2，222 489 2，7 1 1 ト

資料:都市計画課
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都市における建築物の用途の純化と土地の高度利用の促進を図るため.昭和 45年 6月に

建築基準法、都市計画法が改正されたロ従来.用途地域としては住居地域.商業地域.準工

業地域及び工業地域の 4種であったものが.改正後は上表の項目に工業専用地域を加えた 8

地域としたn また.土地の合理的な高度利用を凶るため.建築物の高さの制限を原則として

廃止し.これに代えてそれぞれ用途地域の特性に応じた容積率による制限とした。また、都

市における建築物の敷地が狭小化している実情から従来の建ぺい率の制限を緩和することと

された。

建築基準法では建ぺい率.容積率の制限を用途地域に応じて原員Ijを定めている。本市では

この原員!Jvc基づいて建ぺい率、容積率を次のように定めている。建ぺい率とは建築面積の敷

地面積K対する割合のことで.容積率とは建築のべ面積の敷地面積に対する割合のことであ

る。

表 2- 2 8 建ぺい率及び容積 率

用途地域 建ぺい率 廿~ 積 率

第 1種住居専用 30 --50 % 50--100 % 

第 2穏住居専用 6 0 200 

住 居 6 0 200 

近 隣 商 業 8 0 200 

商 業 8 0 400 

準 工 業 60 200 

ヱ 業 6 0 200 

資料:都市計画課
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(3) 土地区画3整理事業

昭和 34年 5月、八王子、日野地区は首都圏整備涯による市街地開発区域に指定され.八

王子市の高尾駅附近から日野市の日野駅北に至る.国鉄中央線を軸にその両側の平垣部を含

む広い区域が指定を受けた。

本市では.まずはじめに平山台地区を昭和 35年 6月日野市計画平山台土地区画整理事業

として区画整理を施行すべき区域を都市計画決定した。平山台地区の施行面積は 12 8 ha 

で、昭和 38年 8月事業の認可を受けてから 10年の年月を要し‘昭和 48年K事業を完了

した。さらに、昭和 39年 6月には多摩平地区の東南に隣接する吹上団地土地画整理事業が

組合施行により始められ、昭和 47年 6月に事業を完了したロまた.昭和 40年 11月Kは

四ツ谷下地区について.都市計画により区画整理を施行すべき区域として決定され.翌 41 

年 10月には事業の認可を受け.昭和 49年 1月に事業を完了したロ以上が本市が施行主体

となり、土地区画整理事業を完成した地区であるが.その他iても日本住宅公団による豊田地

区及び京王帝都電鉄による平山七生台地区の区画整理事業が完成されているロ

なお.事業決定済の地区として神明上、都市計画決定済の地区として万願寺.新坂下の各

地区の区画整理事業が進行されつつあるロこれらの地区全てが事業完了した時には‘市街化

区域乙22 2 haのうち 37 %を占める 82 4 ha が用途に応じた良好な市街地を形成するこ

とになる。

表 2-2 9及び図 2-3 4は.土地区画整理事業の概要を示したものである。
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地区名

平山台

四ツ谷下

神明上

万願寺

新坂下

豊 回

吹上団地

平山七生台

表 2-2 9 

計画決定

昭和年月日
3 5. 6.1 3 

4 0.1 1. 1 1 

39. 1 0.2 3 

4 O. 6. 7 

4 O. 6. 7 

3 1. 4.1 3 

一一

一一

土地区画整理事業の概要

事業決定 区 域

昭和年月 日 日野市大字日野、豊田、平山.高幡
38. 呪19 高倉原の各一部(現在の旭が丘)

4 1. 1 O. 1 
日野市大字日野の一部

(現在の四ツ谷下)

4 1. 1 O. 1 日野市南平、日野.豊田.川辺堀之

内.上回の各一部

未定
日野市新宮の全部、万願寺 日野
上回、 井.下回.川辺堀之内、
石田の各一部

未定 日野市新町.日野台の各一部

日野市大字日野.豊田、堀高之内、南
3 2. 3.1 3 平.宮.上回、摩莱の須. 幡の各一

部 (現在の多平)

5呪 日野市.豊下田黒、川吹の上、一宮部根、 築地
6.20 上黒川 各 (現在の東

豊田の一部)

44. 8.2 9 日好市平山.南平の各一部
(現在の平山)

面 積 施行者 摘 要

昭和年月 日
128.0 ha 日野市 4完8. ス了1 4 

1 5.0 日野市 4呪 1.30 
疋フ±じフ 了

1 33.0 日野市 施工中
日召和41 ---5 4年

256.0 区域を 2工区に

(内一1期2スoha) 
日野市

分け準備中

77.0 日野市

. 

4 O. 4.2 7 1 33.3 日本住宅公団
フ=じフ 了

2ス6 フ=じ"7 了

フ'=コ乙 了

資料;都市計画課
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(4) 住宅地及び工業団地造成計画

近年における日野市の人口急増は.昭和 33年多摩平団地の造成K端を発する大規模住宅

団地の造成.かっそれらへの他都市からの転入に起因する所が非常に大き L、。従って .下水

道計画を策定するに当り、大規模住宅団地の造成計画を事前に調査する必要がある。しかし

現段階では数戸もしくは数十戸程度の計画を除いては‘本市には大規模造成計画はない。

また.工業団地Vてついても造成計画はない。
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鍋切

5. 主要道路の現況と計画

(1) 道路の現況

古くから甲州街道と呼ばれてきた国道 20号線 と.川崎街道と呼ばれてきた都道 13 7号

線が丁字型K交差し.これらを骨格として本市の道路は市街地の伸展とともに発達してきた。

現在.本市の公道は表 2-30VC示すとお り.総延長 40 4， 6 18m"総面積1.8 8 4，7 8 3 

m2 で道路率は 7完である巴

表 2-3 0 道 路穏 期jの内訳 (昭和 52年 4月 1日現在)

二世14国道 l主時|一般都道 市道 自動車
公道計 道路率

(指定区間) 専用道

延 長 4.590 m 5，333 20，487 369.723 4，485 404，618 一

面 務 46.310 m 54，051 255，626 1.41 4，877 11 3，91 9 1.884，783 7 事
. 

平均幅員 10 m i 1 0 12 I 3.8 25 一 一
ーー・ 一ー----ーーー自由ー圃・圃.田ー

資料;道路現況調書

表 2- 3 1 市道の舗装状況 (昭和 52年 4月1日現在)

項目
舗装道 砂利道 i口~ 言十 舗装率

延 長 l1214，323n1 1 55，4 00 369.723 

積 i1-m面 390，427 1. 4 1 4，8 7 7 !! 

資料;道路現況調書

本市の市道を幅員別に示したものが表 2- 3 2であるロ巾員 5.5m以上の市道の占める害Ij

合は.延長で 6.8ヲ6..面積で 1ス2%である。

表 2-3 2 市道の幅員別内訳 (昭和52年4月1日現在)

未改良
項目 ①+② i① ② ① 規格改良済 ② 

合計 規絡改良済 未改良 1 3.0 m以上I5.5叫人上 5.5m剥椅 3.5mらL上 3.5m和筒
m 

延 長 36呪723 220，460 149.263 1.100 24，068 195，292 102 149，161 

m~ 

面 積 1.41 4，877 1.1 66.320 248557 11 18β05 224，063 923，4 52 612 24ス945

資料;道路現況調書
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(2) 都市計画道路

道

積

国

/1 

主要

都市計画道路代ついては.幹線 2.2.1号線 (甲州街道 jと1.3. 1号線 (東京~八王子線 )

の整備により.東京都心及び八王子との連絡を密忙 し" 2. 1. 1号線 (立川~日野線 )の整備

により.北多摩北部との連絡を密にすることを目的として、昭和 36年 10月、以上の路線

をはじめとして 20路線を計画決定した。また、昭和 39年から昭和 5 1年の間にも 5路線

の計商決定が成され、合計 25路線の都市計画道路がある F

現在.都市計画道路 25路線のうち 4路線が完全に改良済であり、施行途中の路線も?路

線あり.計画総延長の約 32%が改良済である。

表 2-3 3は都市計画道路の概要を示したものである F 歯 2-3 5はその系統を示したも

のであるロ

表 2-3 3 都市計 画 道 路 の概 要 (昭和53年4月 1日現在)

路 改 良 済 未改良 計画決定
路線名 線延長 幅員 面 積

男リ 延長 幅員 面積 延長 年月日 告示番号

m m m2 m 宵1 m2 m 建告
道 1. 3. 1 6，690 28 18ス320 一 一 一 6.690 36，1 O. 5 

2，285 
12 4，440 
1 5 4，950 

2.2.1 4，41 0 20 11.400 一 一 一 4，41 0 11 11 

1 8 28β00 
1 6 24，640 

25 1 9.250 建告
1. 3.4 1.100 34 2.720 一 一 一 1.100 44. 520 

地方道 33 8250 2，749 

一般都道 1. 3.2 2.640 22 60，318 1.637 22 38252 1.003 36.1 O. 5 建2告，285 

/1 1. 3.3 1.680 22 28，358 1.289 
22 128358 。

" 1/ 

18 6.480 360 18 6.480 

11 2.1. 1 1.170 1 55 ス595 一 一 一 1.170 11 1/ 

20 1 3.600 

" 2. 1. 4 1.140 
18 18.805 1.， 40 18 18，805 。 11 λr 

6 870 

16 55，227 
22 4，840 

11 2.2.6 ろ，975 25 8250 3，089 886 
1 6 48，651 11 11 

22 4.840 

25 6，250 
11 6.670 1 8 38，700 一 一 一 6.670 /1 11 

1 6 68，320 

市 道 2.1. 2 480 16 1.120 一 一 一 480 11 11 

18 ス380

24 5，760 
1/ 2. 1. 3 1.460 18 2m811137 18 323 I 11 1/ 

16 1.280 
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道 路
路線名 線延長 幅員 面 経

改 良 済 未改良 計画決定

種 5J1j 延長 幅員 面積 延長 年月日 告示番号

m πL ηt2 m m m2 m 建告
市 道 2.1. 5 430 1 8 ス740 一 一 一 430 ろ呪10.23 3.019 

11 2.2.2 2.010 16 32，160 255 1 6 4.080 1.755 36.1 O. 5 
建告
2285 

11 2.2.3 3，270 1 6 58，984 1.768 16 34，952 1.502 11 11 

1/ 2.2.4 460 16 ス360 125 16 1，764 335 11 1/ 

'‘ 
1/ 2.2.5 970 1 6 

1 3，4 40 一 一 一 970 11 11 

12 1，560 

11 2.2.7 812 16 12，992 792 16 12，939 。 11 11 

11 2.2.8 1，735 
16 23，4 91 917 16 14.723 818 !I 11 

20.5 5，535 

11 2.2.9 660 16 10，560 一 一 一 660 1/ 11 

16 14.880 
11 2.2.1 0 2，050 1 55 6.665 一 一 一 2.050 /1 11 

20 13，800 

1/ 205 6，150 15 22，425 
2.2.1 1 1 0，390 1 5 221A7 25 2.825 ス680 11 /1 

16 1 41.7 84 
16 23.704 

/1 2.3.1 2，090 12 24，310 1.974 12 24，310 G 11 11 

11 2.3.2 70 '2 840 一 一 一 70 42.1228 寺~321
1/ 2.3.3 1，280 12 16、813 1‘11 2 12 14.797 168 46.11.26 日野告13示~I

11 2.3.4 80 1ml 492 一 一 80 51.ス13 醐示j205 780 1 55 

資料;都市計画謀

， 
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(3) 地下埋設物

水道、ガス.電々.電力のそれぞれの主な地下埋設物は.凶 2-36--2-39k示すと

おりである。その他は二千五百分の一地形図陀示したロ
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6. 河川及び水路の現況と計画

(l) 河川及び農業用水路

市域を流れる河川法適用河川は下表及び図 2-4 0のとおりである。

表 2- 3 4 河川法適用河川

水系 河川名 延 長 流下先 等 級

多摩川 1 2 0.9 Krn 東京湾 級
多 -・，

摩 浅 ) 11 3 0.1 多摩川 級

)11 程久保川 3.8 浅 ) 11 級
水 i

系 谷地川| 1 2.9 i多摩川 級|

また.農業用水は 10あり.そのうち程久保)11から取水している一の宮用水からは本市で

は受益していない。これらの農業用水路は市街地の排水路陀もなっている状況である。

凶示

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

ピ

表 2-3 5 農業用水路

幹 線 水 路
取水河川名 一一用水名

構造・延長断面(勾配)

m m 
コメクリート多摩川 2(1X0.9 0 日野用水

1/1.000) ス4 Krn 

) 11 
3.0 x 1. 3 石 積向島用水 浅 ( 1/300) 1. 1 

2.1 x 1. 0 コゾクリ ト高幡用水 11 

い/150) 3. 1 
ー

1.8X1.4 石 積新井用水 /1 

い/200) 2.6 

3.4 x 1. 4 1フk路、石積上回用水 11 

い/100) 3.5 

4.0 x 1. 4 |石 積豊田用水 11 

(1/300) 3.2 

3.5 x 1. 2 コンクリ ト平山用水 11 

い/200) 4.0 

1.7X1.0 土水路|川北用水 11 

( 1/1 50) 1.4 

1.6X1.4 
上村用水 /1 

1 い/200) 2.0 

資料;多摩地域水需要実態調査報告書(昭和 50年)
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なお.表 2- 3 4陀掲げた 4河川にはいずれも改修計画があり.これらの改修後の河床高.

高水位、築堤高等は 1/2500 地形図 と縦断図に整理したn 又.その概要を表 2-36--

2 -3 9に示すロ

表 2-3 6 河川改 修 計画 (多摩 川)

地 点 計 画 河床 言十函高 水位 築 堤

3ス0 5 4. 7 2 7 m 5 9. 7 2 7 m 61.227 

3 8.0 5 8.1 5 3 6 3.1 5 3 6 4.6 5 3 

3虫O 6 t 7 7 1 6 6.7 7 1 6 8.2 7 1 

4 0.0 65.486 7 0.48 6 71.986 

4 1. 0 6 8.8 6 7 7 3.8 6 7 7 5.367 

4 2.0 7 2宅390 7ス390 7 8.8 9 0 

4 3.0 7 6.1 7 9 81.179 8 2.6 7 9 

4 4.0 7 9. 7 4 0 8 4.7 4 0 8 6.2 4 0 
一 一 一 一 一 一 一一一一一一 一 一一 一 一一 一 一 一 一一 一

表 2-3 7 河川改 修 計画 (浅 )11 ) 

地 点 計 画 河床 計画 高水位 築 堤

O. 0 56.6 4 5 m 61.570 πl 62.770 

1. 0 61.136 6 5.97 3 6ス173

2. 0 6 5.46 1 7 0.2 2 3 71.423 

3.0 70.062 74.709 75909 

4.0 7 4.5 2 1 7 9. 0 8 6 8 0.2 8 6 

5. 0 78.901 83.305 8 4.5 0 5 

6.0 83.268 8ス985 8 9.1 8 5 

ス0 87.566 9 2. 3 4 0 9 3.5 40 

8.0 9 3.26 2 9 7.5 5 2 98.752 
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表 2- 3 8 河川改修計画 (谷地川) A .p. 

地 点 計函河床 計画高水位 築 堤 局

。 7 4~9 7 6 π1 79.976 m 81.476 m 

1. 0 7 5.9 7 6 80.176 81.476 

2.0 7 6.9 7 6 81.176 8 1.9 7 6 

3.0 アス 976 8 2.1 7 6 8五976

4.0 7 9.97も 8 4.1 7 6 8 4.9 7 6 

4.5 8 0.4 7 6 8 4.6 7 6 8 5.4 7 6 

表 2- 3 9 河川改 修計函 (程久保川 j A • P. 

1出 J点 計画河床 計画高水位 築 堤 局

。 53.04 m 5ヌ627 m 5呪12 7 m 

25 5 6.2 5 ( 58.7 5 ) ( 5虫35)
5 9.75 6 0.35 

5 0 ( 5虫34) ( 6 1. 3 4 ) ( 6 2.0 3 ) 
5 8.3 4 61.84 6 4.4 4 

7 5 ( 6 1.9 2 ) 6 3.92 6 4.5 2 6 0.42 

1 0 0 ( 6ス22) ( 6 8.92 ) ( 7 0.22 ) 
6 6.9 2 69.92 71.32 

1 2 5 7 6.1 4 7 8.6 4 7呪75 

1 5 0 86848H48W41  

160 I 9 2. 3 2 I 9 4. 8 2 I 9 5.4 2 

* ( )内の数字は暫定計画

(2) 一級河川の現況水質及び水質環境基準

市域を流れる多摩川、浅)11..谷地川および程久保川の各 1級河川の現況水質と多摩川の水

質環境基準の類裂を以下K示すの
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表 2-4 0 一級河川の現況水質

B 。D 
和I J 11 地 J長

勝目51年平均 昭和52年平均

関 戸 橋 8.1 m~手/l 7.も m脅/ι
多 摩 川

日 長7 橋 6.4 6. 3 

浅 J 11 高 幡 橋 1 0.7 9.6 

谷均川 本川合流点前 5.9 8.8 

程久保川 玉 J 11 橋 1 6.3 虫3

(東京都;r都内河川及び東京湾、環境解析調査
多摩川総合調査報告書Jより)

表 2- 4 1 多摩川の水質環境基準の類型

水域の範囲 類 型 達成期間 暫定目標 施 策 備 考

和田橋より上流 AA イ イ.流域下水道の建設 昭和 45年 9月

ロ.し尿処理施設の改 1日設定
和田橋より拝島橋 A J、 B 益Eコ

ーー
ハ.畜産排水施設改善

拝島橋より調布堪 C ノ‘、 D 
ニ.下水排水の二次処

調布堰より下流 D E 
理ノ、
ホ.水質保全水路

求 。rィ」は‘直ちに達成
o rロ」は.. 5年以内で可及的すみやかに達成

ー 「ハ」は.. 5年を越える期間で可及的すみやかに達成
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表 2- 4 2 生活環境 K係る環境基準

|法(
基 隼、 値

利用目的の適応性 水素イオン 生物化学的酸 浮遊物質量 溶存酸素量 大腸菌群数
濃度(pH) 素要求蚤(BOD) ( S S ) (DO) 

水道1級 50 

自然環境保全およ 6.5以上 1 ppm 25 ppm ス5ppm MPN/100 
AA  

びA以下の欄に掲 8.5以下 以下 以下 以上 ml.以下

げるもの

水道2級 1.000 

水産1級 6. 5以上 2 ppm 25 pprn ス5ppm MPN/100 
A 
水浴およびB以下 8. 5以下 以下 以下 以上 mt以下
の欄に掲げるもの

水道3級 5ρ00 

B 
水産2級 6.5以上 3 ppm 25 ppm 5 ppm MPN/100 

およびC以下の欄 8. 5以下 以下 以下 以上 m.t以下
K掲げるもの

水産3級

C 
工業用水1級 6.5以上 5 ppm 50 ppm 2 ppm 

一
およびD以下の欄 8. 5以下 以下 以下 以上

に掲げるもの

工業用水2級

D 
農業用水 6.0以上 8 ppm 100 pprn 2 pprn 

およびEの欄に掲 8. 5以下 以下 以下 以上 一

げるもの

ごみ等の浮

E 
工業用水 3級 6. 0以上 10 pprri 遊が認めら 2 ppm 

一
環境保全 8. 5以下 以下|れないこと。 以上

*・基準値は.日間平均値とするo(湖沼.海域もこれに準ずる)

・操業用利水点については.水素イオン濃度 6.0以上ス 5以下.溶存段素景 5ppm 

以上とする。(湖沼もこれに準ずる)
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(3) 農業用排水路の現況水質及び流量調査

a .調査日時及び天候

昭和 52年 4月 15日(金)の午前?時より午後 4時にかけて行ない、天候は薄曇りで

あった。

b .調査方法

i )調査地点選定

調査地点は各水路の取水地点又はそれに準ずる地点、放流地点又はそれに準ずる地点

とし、比較的長いと思われる水路は中間地点も加えた c また.水路の幅.流水の状態.

川底の形状周辺の状況から判断して.採水及び流量測定がしやすい所を選んだ巴図 2-

4 1 vc対象水路及び調査地点を示した口

ii )採水方法

採水場所は各調査地点の流心とし.表流水を採水したロ

iiU水質分析項目及び分析方伝

水質分析方法は JIS K0101に準じた「 詳細は次の通りである白

気温.水温 棒状温度計を用いたロ

pH ガラス電極 pHメーターを用いた円

透視度 透視度計を用いた円

S S ガラス炉過器法で行った。

DO ウインクラーアジ化ナトリウム変涯で行った。

BOD 希釈法を用い、 20・o5日間法で行った。

COD 1/40 規定過マンガン畿カリウム酸性法で行ったロ
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iv)流量測定方法

各水路の横断方向に断面の大きさ.形状に応じて数区画に分割し.各区画断面の中心

における六筈IJ水深点の流速を測定し.その区画の流水断面積を乗じて当該区画の流号 と

し.その区画流貴の合計をその地点の流埼 とした。流速計は徴流速計を用いた。

c .結栄及び考察

流き及び水質介析結呆を水路系統別に表2-43.. 44VC示したの

調査水路が農業用水路であり、調査時期が農閑期であった為U亡、取水量が少なく.流査

が全くなかった地点もあったn しかし.住宅地域を通った水路は.放流お点では流長が増

大し.水質もかなり悪化しており.かなりの生活排水が流入していると思われる。例えば

水路系統Eを見ると、取水地点では全く流量 がなかったにもかかわらず.流下に従い流量

が 0.00 2 mysec.. 0.0 2 m3/sec と増加し.水質を見るとssが 23 mff/L.. 4 9 mg/之、

BODが 33 mg/.ム 49 m f1/ L.. C 0 Dが 1 ス4mg/ム 25.8 mg/.t と増加し、かなり

悪化していることがわかる。

また.放流地点では地下水の汲み上げ等で全てが生活排水とは限らないが. 流号が

0.2 4 2 mys民とかなり増大しており.水J貞を見ると ssが 14mff/ L.. B 0 Dが 25. 0 

mg/ム CODが 1O. 4 rn〆乙であり.かなり生活排水の影響が考えられる。 この様な傾

向が他の水路系統にも現われているロ

これらの結呆より、農関期における幾業用水路は生活排水路化しており.今後の課題と

しては.取水設が多くなる時期での調査を行うことが考えられる白
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水路系統名

A.放流地点

B.取水地点

放流地点

C.取水地点

放流地点

D.取水地点

中間地点

放流地点

E.取水地点

中間地点

放流地点

F.取水地点
中間地点

表 2- 4 3 

通し番号

A 1 0 1 

A 1 0 2 

A 1 0 3 

A 1 0 4 

A 1 0 5 

A 1 0 6 

A107.A108 

A1 07 .A1 08 

A 1 1 1 

A 1 1 2 

T 1 

T 2 

T 3 

T 4 

T 5 

T 6 

A 2 0 1 

A 2 0 3 

~ 

流最及び水質介析調査結果 (その 1 ) 

採水時刻
流 景 気温 水温

pH 
透視度

(m}/sec) く'0) ー ('0) (cm ) 

9:40 0.019 2 3.0 1 4.2 6.8 1 7 

10:30 0.00:4 1 4.0 6.9 > 30 

1 1 = 0 0 0.002 1 5.0 ス0 > 30 
11 : 20 0.003 1ヱ5 ス4 28 

1 1 : 40 0.010 1 4.0 色.9 > 3 0 

流量がなくて採水せず。

1 4 : 50 0.1 07 20.0 2 2.5 ス5 2 1 

1 4 : 50 0.1 07 20.0 22.5 ス5 2 1 

1 3 : 45 0.093 20.0 1 8.5 7.ち > 3 0 

1 2 : 20 0.038 20.5 1ス5 ス3 > 3 0 

流査がなく採水せず。

問 上

1 0 : 1 0 0.002 15えO 1 5.5 ス0 2 1 

1 0 : 4 0 0.020 1 9.0 1呪5 7.も 1 1 

1 1 : 40 0.098 22.0 1 7. 0 7.5 > 3 0 
1 1 : 2 5 0.242 22.0 1 Sえ6 ス4 25 

流長がなく採水せず。

1 5.5 ス2 > 30 

DO ss sOD COD 
(mg-/.ι) (mg-/.ι) (mg/.乙) (m〆Z)

3.2 1 7 31.2 22.4 

呪4 4 4.0 6.9 

9.4 5 5.2 7.3 

1 2.1 1 3 1 4.7 1 3.3 

ス0 7 5.3 7.ろ

6.6 1 3 8.7 1 5.9 

-ート一一一一一一---ーー一

6.6 1 3 8.7 1 5.9 

5.3 4 1 0.5 1 0.3 

1 1.2 5 2.1 5.2 

1.7 2 3 33.0 1ス4

2.4 49 4虫O 25.8 

6.9 7 1 8.7 1 0.8 

5.1 1 4 2 5.0 1 0.8 

ー一

5.7 1 0 32.2 1 3.1 

一



表 2-4 4 流 量 及び水質分析調査結呆 (その 2 ) 

水路系統名 涌 し番号 採71<時刻
流 費 気温 水温

pH 
透祝度 DO s s BOD COD 

(mysec J ('0) CC) (cm ) (mff/.t) (mg./.t) (mg./.t) (mg./.tJ 

F.放流地点 A202 1 6 : 30 0.001 1 4.0 ス0 25 8.2 1 5 ス3 1 2.5 

A 2 0 4 1 6 : 00 0.060 1 6.8 7.5 > 3 0 8.5 1 0 6.4 1 0.8 

G.取水地点 A 2 0 5 1 5 : 50 1ス5 ス3 2 5 6.6 1 8 1 9.8 1 7. 6 

A206 1 5 : 20 0.069 1 6.0 ス4 > 30 8.2 1 4 1 3.8 9.0 

A208 1 2 : 30 0.043 1 3.3 ス2 > 3 0 7.も 4 ス5 8.2 

A 2 1 1 1 4 : 40 0.027 1 6.8 ス2 > 3 0 3.4 1 2 2 4.0 1ス2

中間地点 A 2 0 9 1 3 : 30 0.023 1 5.5 ス5 1 4 5.3 2 6 1 4.2 2 2.9 

放流地点 A207 1 5 : 00 0.01 7 1 6.0 7.五 > 30 ス3 22 5.8 9.9 

A 2 1 0 14: 1 0 0.1 1 9 1 6.1 ス3 2 5 8.0 1 5 6.8 1 0.8 

℃

M
l
 

米 ・水路系統名A-Gの用水名はそれぞれ次のとおりであるロ

A 八王子で取水している用水

8 川北用水.上村用水

C 豊田用水

D 新井用水、上回用水

E 日必用水

F 平山用71<

G 向島用水.高幡用水

。通し番号は図 2-41 (P.98)と対応する。



図 2-42 調査地点断面図(その 1) 
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図 2-43 調査地点断面図(その 2) 

D.水路系統
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A 1 11 

0
1
l
h
m
 

一一一一一一一イ。

f 

A 1 1 2 
0 50  100 

1L_  
16.0 --- ー一一←

nu 
f
O
E
-
-
1
1
1
1
1
1
 

A
}
E
 

20.0 

E.水路系統

T3 

| 一一一一イ。
T4 

。 50 100 150 200 

虫O 10.0 一一一一一一7.0

T5 
。 70 120 170 270 

15.0 15.0 

23.0 

T6 

150 200 250 350 

40.0 40.0 
-94ー



図 2-44 調査地点断面図(そのろ)
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図 2-45 調査地点断面図(その 4) 
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電

ス 水利用の現況と計画

水は、降った雨が表商流出し河川水、湖沼71<.海水となり.あるいは地下に浸透して地下水

となる。河川水.湖沼水.海水及び地下水は人間の生活.生産活動に用いられたり.動植物K

摂取される。人間の生活.生産活動陀用いられた水は家庭排水.工場排水.農水産排水となり

動物に摂取された水は動物の排准物となり.河川等公共用水域に還元される白還元された水は

表面蒸発により上空に帰える「そして再び雨は降るロ

このような水の循環サイクルの中で、下水道は河川.湖沼.海域及び地下から取水された清

浄な水が人間の生活.生産活動Kおける使用を経て汚水となったものを受け入れ.取水時の水

質に近い状態まで処理した上で、再び公共用水域に還元するという重要な役割を呆たす施設で

ある白ここでは、下水道の基本計画を策定するために‘日野市における水利用の現況と将来の

見通しを以下に掲げることにするロ

水利用とは.水をどこから取水し.人間が生活‘生産活動をしていく上でL、かにパランス良

く利用するかということである白人間の生活、生産活動に使用する水とは.主に上水道.工業

用水道.農業用水によって供給されるものである。本市の場合、これらの取水深は.上水道は

地下水と東京都利根分水からの受水を併用し.工業用では家内工業的な工場を除いてそれぞれ

の工場で地下水を汲み上げているのまた、 操業用水は河川水で、ある。なお.本市には工業用水

道はない。

(1) 操業用水

本市には 10の長造業用水があり多摩川.浅川.程久保J11からそれぞれ取水している。多摩

川から取水している操業用水は、日好用水のみで八王子平町から取水していて.受益面積は

八王子市、日野市にまたがる 53. 6 ha であるロまた日計用水の水利権水量は1.7 3 my:抵

である。浅)11から取水している操業用水は、向島用水をはじめとして 8用水である。これら

の用水は全て日 野市内で取水し水利権水量の合計は 5.38 my:昨で、受益面積の合計は

1 5 0 ha である。程久保J11から取水している産業用水は一の宮用水のみで取水地点は日野

市落川である。なお.本市は一の宮用水からは受益していない F

昭和 50年度における日野市の農業用水取水の実態、を表2-45V'e示した。
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表 2-4 5 農業用水取水実態調査表 (昭和 50年度)

治∞
i

受益 受益 水利権 かんがい 取 水 施 設 幹 線 水 路 実視Ij
河川名 用水名 管理者名 区域名 取水 取水 規 模 取水量 備 云号

面積 戸数 水量 (市町村名)
地点 方法 (延長×高.さ)

断面勾配 構造延長 実測月日

P 慣行 コンクリート 叫ろ/s
日野市生活環境部 h a 

同γs 八平子市 八王子市 自5動7堰9.1X1.2 2.1 XO.9 コンクリート 1.96 
右東拝岸光島取橋寺入下を統流合

多摩川 日野用水 産業経済課内 53.6 218 1.73 日野市 平町 堰
1/1.000 

水路
7月3日日野用水土地改良区 ス5XO.9ー二す連圭 Z4 km 

ス5X1.2

ha 戸
慣行

日野市新井425 -mys 日野市 コンクリート 3.0X 1. 3 石積 左岸取入浅川 向島用水
土方英雄

1 3.8 40 0.50 日野市 新 井
堰 沈床 1/300 1.1 km 潤徳、小学校際

5 6.0X 3.0 

ha 戸
慣行

高幡用水
日野市高幡24 1 川3/s

日野市 平山用水利用
2.1 X 1.0 コンクリート11 

高橋通夫 25.0 108 0.63 1/150 3.1 km 

ha 戸
慣行

日野市新井 13 8 mVs 
日野市

日野市 自然 導水路 1.8X1.4 石稜
左高岸幡取橋入上流11 新井用水 1 3.2 56 平 信 辻ロ= 0.1 9 

堀の内 流入 1 9 OX 4.0 1/200 2.6 kj羽
X1.2 200 7九

日ha P 慣行 コンクリート
左一番岸取入日野市宮284 ?円γs

日野市
日野市 自然 導水路

3.4X1.4 土水路
橋下流

fI 上回用水 28.6 1 1 5 石積1.20 堀の内 流入 1/100 成井 JI原蔵 28 OX3.5 X 1.5 
3.5 km 200 ?九

一一一一一

日野市豊田 ha F 
慣行
竹l!I/s 日野市 コンクリート 4.0x 1. 4 石積 左岸取入fI 豊田用水 2-47-5 33.7 100 1.00 日野市 堰 1/300 志村半 一 平 山 65.0XO.3X1.4 3.2 km 平山橋下

一

ha 戸
慣行

右滝岸合取橋入上流
日野市平山 押~s 日野市 コンクリート 3.5X 1.2 コンクリートfI 平山用水 6-4-8 22.4 51 日野市 堰
馬場淳吾

1.50 平 山 5スOX1.2 1/200 4.0 k双 50 m.. 

ha 戸
慣行

川北用水
日野市平山

吋Vs 日野市 コンクリート 1.7X1.0 土水路 左岸取入
n 6-4-8 11.5 38 日野市 堰0.30 

馬場淳吾 平 山 25.0XO.50 1/150 1.4 km 中央線鉄橋下

日野市平山 ha 戸
慣行

ff 上村用水 6-4-8 1.8 1 4 
別立/s

日野市
日野市

堰
竹蛇範 1. 6x 1. 4 土水路 長左岸沼橋取下入流

馬場涼吾 0.06 平 山 2.0X2.0 1/200 2.0 km 200 叫
宇一

資料;多摩地域水需要実態調査報告書



表 2-4 6 用途別 の地下水揚 水 量の実態、 (昭和 51年 5月現在)

用途 事業所名 日平話揚水量 年間総揚水量 用途 事業 所名 日平均揚水量 年間総揚水量

叫う/日 円'LY年 同ろ/日 間 V年

」フd(i萱 日 野 市水 道部 22.016.0 8.035.663.0 三 恵設備工業。割 1. 68 2.0 61 4，1 00.0 
工

南 平 台 団 地 330.0 120，41 4.0 場 東京電子工業時掲 26.0 呪422.0

住
東 社京都住山宅団供地給) 

用
691.0 252，1 01.0 羽田ヒューム管 制 272.0 99，427.0 

毛....... 公(平 オく

団 豊 田 団 地 1 69.0 61.558.0 計 29，145.4 10，382.488.0 
地

等 東 信 不 動 産 51.0 1 8，448.0 日野市民プーノレ 一 7，1 55.0 

の
r昌4司

代々木

生
いずみ自治会 281.0 1 02.699. 0 ゼミナール南平寮

299.0 109，300.0 
ノ1、a、

活 平山苑自治会 31 5.8 11 5.288.0 署 東 電
~そh子4 園 1.505.9 54呪657.0

用

水 長 銀 住 宅，..Ly 86.4 31.564.0 ~品T- 杉 野 学 園 31.7 11.558.0 

校 日野市衛焼生却処施理設場) 計 1.924.2 702，072.0 (ゴミ 62.0 

用
藤 野 缶詰料 85.0 31.1 02.0 明 星 大 一A千>.1. 326.0 11 8，97 0.0 

-水
トッパン・ムーア 21 2.0 7ス331.0 千代田自区然立 13.0 4，7 6 9.0 I 

七 生 学 園

日本 特 殊 農薬 20ス0 7 5.4 21. 0 都 七生福祉 圏 40.3 1 4.7 01.0 I 

工 オリエント時計側 70虫O 258，668.0 言t 2.7 79.9 838，85虫oI 

小西六写真工業 6刻 1 1，1 21. 0 3.803.4 42.0 七生農協
1ス0 6，378.0 (ガソ リンスタンド)

場
日 野 自 動 車 紛 6，682.0 2.4 3 9， 0 0 3.0 そ 七 生 病 院 79.9 21.156;0. I 

神 鋼電機製造側 302.9 1 1 0，591. 0 の 多 摩動物 公 園 1. 380.2 

用
千代田自 動車併特 221.0 80，527.0 イ也 南 平 病 院 71.8 26，1 05.0 

富士電機製造併渇 2，041.0 745.1 44.0 用 多摩工業協同組合 31.7 1 1，586.0 I 

水
ヤマ ト商会 25.9 9，43呪O オく 帝人(械 1 3.0 4，76呪O

中央研究所

東京芝浦電気惨旬 563.3 205.611. 0 多摩 テ .. / ク 324.0 11 8，1 86.0 

雪 印乳 業側 4，533.4 1.654，686.0 京 王 観光併占 32.0 1 1.7 66.0 

N B 0工 業 腕 302.0 1 1 0，21 0.0 計 2，65呪6 963.597.0 

旭天然、色 関 78.7 28，720.0 

日野 オフセット ; 81.2 2史6440 ii メEコ』 計 58，023.1 2 0， ， 2 2，6 7 9. 0 
ー_j_一一 一

資料 :公 害課
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(2) 地下水

昭和 51年 5月現在.日野市域内での地下水揚水量は表 2-46k示したとおり.年間総

量で約 2千 1百万m}/!年であり、日平均では約 5万 8千my日である。用途別の内訳は‘工

場用が最も多く全体の約 50 %を占め.次いで日野市水道部が約 38%と.両方で総揚水量

の 9割を占めている。

表 2-4 7 用途汚Ij地下水揚水量の割合 (表 2- 4 6より)

用 途 上水道 住宅団地 工 場
官公署

その他 メ口~ 言十
L会二主子... 校

地下水揚水
% % 活 % % % 

量の割合
3 8.4 3.4 4呪6 4.0 4.6 1 0 0.0 

工場用水のための地下水揚水量は.小西六写真工業、日野自動車、雪印乳業.富士電機K

よってその大半を占められている。これらの工場については、 r 1 1.工場排水の現況Jで用

途別使用水量等を示すが、年々.用水の節減及び用水の循環利用等により、地下水の揚水が

大巾に滅少してきている。将来においてもある程度まではこの傾向が続くものと思われる。

日野市の水道事業は昭和 49年 5月末をもって市水道事業を廃止し.東京都水道事業に統

合された。昭和 49年現在日野市の上水道給水内訳は、日野市域からの揚ー水量が日最大で

2 6.7 0 0 my日及び都水道事業からの受水量は 10，9 0 0 mY日と全体の約 30喝を都水

道事業から受7.Kしていた。将来の日野市の上水道事業は.東京都の地下水揚水規制の趣旨に

治って.揚水量:を逓減し、者E水道事業からの受水量を逓増する方針である白
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(3) 上水道の現況と計画

a .給水状況

市民の飲料水及びその他の雑用水は昭和 35年に上水道陀よる給水が開始するまで全て

浅井戸に依存していた。しかし.住宅団地の造成、工場団地の建設等により、必然的Uてよ

水道の必要性が生じてきた口そして昭和 35年 6月 1 3日から.大阪上第一浄水場より.

給水人口 1万人vc1日最大給水是 1.7 0 0 m3 を給水開始した。

本市の上水道事業は.冶7](開始以来第 1期、第 2期、第 3期拡張事業により.昭和 5 0 

年度に全市域給水を目標として事業の推進をはかつてきたが.都の水道事業の広域化の必

要性から昭和 49年 5月末をもって市水道事業を廃止し.都水道事業へ統合された。第 1

期から第 3期までの拡張事業の結呆.昭和 50年には給水人口 11 1.304人.. 1日平均

給水量 38. 2 2 5川、 1日最大給水量 42. 3 24m3 となり、給水普及率は 88: 1兎に達

しずこ。

図 2- 4 6は 1人 1日当りの上水道給水最 の推移を.決算書に基づき算出したものであ

るが、生活水準の向上とともに 1人 1日当りの給水量も年々増加している。また.図 2-

4 7は上水道の給水普及率を示したものである。近年、行政人口が急激に増加した中にあ

って.グラフに示すように 1人 1日当りの給水母や上水道普及率を向上させてきたロ

表 2-48VCは.上水道の過去における給水状況を示した。第 1期拡張事業が完成した

昭和 38年では、 1人 1日平均給水量 19 7 L.. 1人 1日最大給水量 28 5 ~乙であったが.

昭和 51年では 1人 1日平均給水音 292乙.. 1人 1日成大給水量 358Lvc増加してし、

る。

-101一



表 2- 4 8 土水道の過去における給水状況

(各年 5月 31日現在)

年度
行政区域

給水人口
治 水 1日平均 1日最大 1人 1日平 1人1日最大

内人口 普及率 給水量 給水 量 均給水量 給 水 景

5ス628人 31.424人 54.5活
m3 
8961 
nIa 

1 97
.1.乙

285 
L 

3 8 6.180 

3 9 64，5 48 33，692 5 2.3 6.998 8，597 206 255 

4 0 70，404 35，739 50.8 ス810 1 0，1 33 219 284 

4 1 76.362 41.892 54.9 9、ちも7 11.978 224 285 

.. 
4 2 79.ユ79 46.427 5 8.6 1 0，567 15，382 228 331 

4 3 84.1 33 50，878 60.5 11.807 15，902 232 31 3 

4 4 91.075 60，104 66.0 13.953 16.564 232 276 

4 5 1 06.61 0 73.460 7 2.3 1 8.61 7 21.624 25~ 294 

4 6 10ス342 79.002 7 3.6 20.915 26.7 26 265 338 

4 7 11 2573 86.589 76.9 24，503 29.725 283 343 

4 8 11ス555 93.611 7呪6 28，092 36，041 300 385 

49 1 22.207 9呪692 81.6 30，927 32.587 31 0 327 

5 0 1 26.357 I 111.304 8 8.1 

市;
35，737 291 321 

5 1 I 1 32.435 1 1虫841 90.5 42.946 292 358 

資料;日野市水道部
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1人 1日当りの上水道給水量の推移図 2- 46 
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b.給水計画

給水量の将来の見通しについては、上水道将来施設計画により.昭和 65年までの給水

人口.給水量及び取水量の見通しを立てているロ

表 2-4 9は上水道将来施設計画を示したものである白当計画によれば、給水普及率は

昭和 65年時点でほぼ 100喝を目標として、給水人口を昭和 55年 14 3，0 0 0人、昭和

6 5年 189.900人と計画している白また.給水量 に関しては 昭和 65年において 1

人 1日最大給水長が 50 0 L/日.人 になるよう各年度計画されている。給水量の水源内

訳は.昭和 53年では自己水源(日野市域の地下水を湯水)が 23.5 0 0 my日で、都水

道事業からの受水が 26，2 5 0 my日であるが.昭和 65年陀は自己水泌をなくし、受水

9 5，0 0 0 mY日と、都水道事業からの受水交の占める割合を 10年間で 53活から100

兎に移行させる予定である。

c .用途別の給水状況

家庭汚水量は.当該地域の 1人 1日当 りの給水量が.そのまま 1人 1日当りの汚水量 と

なるものと考えられる。また、家庭汚水量は Fー般家庭からの汚水と営業用に使用された汚

水に分類され.一般家庭からの汚水量を基礎家庭汚水量 と呼び.営業用に使用された汚水

量を営業汚水景 と呼ぶ。基礎家庭汚水量は、生活水準の向上により年々増加しτきたが、
地域的な差異は少ないと忠われるロしかし、営業汚水量は地域によって大きな違いがあるの

営業汚水量 を把握するため Kは.上水道の用途別j年同給水量を調査しなければならない。

表 2-5 0は日野市における上水道の用途別年向給水量の実績を示したものである。また

図 2-4 8は上水道給水量のうち.家庭用水と営業用水等とのそれぞれの占める割合を示

したものである口本市の場合昭和 48年では家庭用水が 90 9る以上を占めていて、営業用

水等は 10 ~もに満たず.ベッドタウンとしての色彩が非常に強いことを物語っている。ま

た表 2-5 0では工場用の給水量が全 くないが.実際には小規模の工場では.用水を上水

道から給水している状況である。
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年度

5 3 

5 4 

55 

56 

5 7 

6 0 

6 5 

表 2- 4 9 上水道将来施設計画の概要

行政区域 給内水区域
給普(C)/及水率(s) 

1人1日
1日:最大

1日最大給水量内訳

内人口 人口 (B~ 凶) 給水人口
最給水量大

CA.) (B) (C) 給水 量 自己水源 受 水

人 人 % 人 qも 必/日 my日 my日 my日
139.205 139.205 100 1 30.000 93.4 383 49.750 23.500 26.250 

1 44.000 1 44.000 100 1 3ス000 95.1 383 52.400 28，51 0 23.890 

1 48.000 148.000 100 1.43，000 96.6 388 55.500 26.000 29.500 

151.000 151.000 1 00 1 4ス000 9ス4 391 57，500 25.000 32.5 00 

1 55.000 1 55.000 100 1 52.000 98.1 395 60.000 20.000 40，000 

1 66，000 166.000 100 165.000 9呪4 400 66，000 1 0，000 56.000 

1 90.000 190.000 100 118貯 00 9虫? 500 95，000 。95，000 
j 

資料:水道部

〉ド 人口は各年 1 0月 1日を想定白

1日最大給水量は 1日最大取水量を示す。

時間最大取水量の受水については.受水時向のう ち時向当 り最大の受水量:を示すの

時間最大給水量=
1日最大給水量

2 4 
× 1. 8 

a・ー

1.日平均 時開最大
時間最大取水量

給水 量 給水 量 自己水源、 戸3ι1. 刀く

my日 my時間 mう4事守 my暗闇
3呪600 3.7 30 1.170 2.560 

40.800 3.930 1.370 2.560 

44，900 4，160 1.300 2.860 

4ス000 4，310 1.250 3，060 

50.000 4.500 1.000 3，500 

56.000 4.950 500 4.450 

66.5 00 ス120 。ス120



Cコ。、

年度

40 

4 1 

42 

4 3 

4 4 

4 5 

46 

4 7 

48 

表 2-5 0 上水道用途別年間給水量 の推移

専 用 せ ん

庭 官公署家 用
営業用 工場用 湯屋用 船舶用

一般 集 よ口』
学校用

1.980 1 5 180 一 128 一 一

く83.3> く 0.6> くス6> 一 く 5.4> 一 一

2.137 239 142 一 1 5 一 一

く80.9>く 9.0> く 5.4> く 0.6> 一 一

2.490 259 1 22 一 195 一

く78B>く 8.2> く 3.9> 一 く 62> 一 一

2.809 334 148 一 218 一 一

く77.8>く 9.ち〉 く 4.1> 一 く 6.0> 一 一

3.333 464 166 一 271 一 一

く7Z1>く 10.7> く 3.8> 一 く 6.3> 一 一

4，487 584 182 一 222 一 一

く80.1>く 10.4>くお〉 一 く 4.0> 一 一

5，269 745 290 一 250 一

く78.9>く 11.1> く 4.3>I 一 く 3.7> 一 一

ス132 一 一 357 一

く86.9> iく 28> 一 く 4.3> 一 一

ス879 一 276 一 436 :卜-
|く 32>I く91.3> 一 一 く 5.1> 

資料:水道統計

上段;各年4月1日から 5月31日までの給水量 (単位;千my年)
下段;く 〉は用途方IJ給水量の比率 (単位;% ) 

用水供給 その他の

共用 公共 及び分水 有効無収 メEコ~ 言十
その他 言十 せん せん の有効7](刀く 主Eヨ主L 

最

1 6 2.319 一 一 57 2.377 

く 0.7> く9ス6>く 0.0> 一 一 く 2.4> く 100D>

18 2.551 1 一 一 89 2.641 
司一ト一一一一一一一ー一一一-_. 

く 0.7> く96.6> く 0.0> 一 一 く 3.4> く 100.0> 
一一一一

? ろ.075 一 一 一 81 3，156 
ト一一一ー一一一一一一一一一一一一一一

く 0.3> く9ス4> 一 一 一 く 2.6> く 1OOD > 

1 6 3，525 一 一 一 86 3.611 

く 0.4> く?ス6> 一 一 一 く 2.4> く 100.0> 

16 4.250 一 一 72 4.322 

< 0.4> く98.3> 一 一 一 く1.7> く 100D> 

23 5，498 一 一 一 100 5，598 
一一

く 0.4> く98.2> 一 一 一 く1.8> く 100D>

31 6.585 一 一 100 6，686 

く 0.5>く985> 一 一 く0.0> く1.5> く 100.0> 

6 ス723 一 488 一 一 8.211 
一一一

く 0.1> く94.1> 一 く5.9>1 一 く 100.0> 

37 I 8，6 2 8 一一 一 一 L一一切28ト一 一一一一一一一一一一一一一 時一
く 0.4>ぐ100D>

ー_j__
一 一 く 100.0> 



~=;等口25
上水道給水量の家庭用水と営業用水等の比率図 2-48
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8. 下水道の現況

(1) 公共下水道

既存の施設としては分流式で住宅公団が施工して市に引き継いだ多摩平(処理面積 129

ha ..排水面積 13 2 ha )と‘区画整理と!司時に施工された合流式の平山台(排水面積 137 

ha}があるロ

多摩平には終末処理場があり、総人口の 14喝に当る 18， 5 1 0人の汚水を処理している。

表 2-5 1 多摩平終末処理場

位 置

東豊田 3-26-1 1 8，51 0 

(昭和 53年 1月 1日現在)

my日
4，800 

資料;下水道課

処理方式

活性汚w去

又.百草.落川地区 20 0 ha の大架排水区が都市計画決定されているが、事業は行なわ

れていない。

(2) 都市下水路

雨水排除を目的とした都市下水路は、施工中の神明上.都市計画決定された黒川とがある。

神明上都市下水路は土地区画整理事業と共に計画施工されたもので.説在下流部の工事が残

されている。

黒川都市下水路は.多摩平団地内の浸水対策として昭和 54年 8月都市計画決定され‘ま

もなく工事が開始さ れるロ

表 2-5 2 都市下水路の概要

名 称 集水西新 延 長 流出係数 降雨強度公式 合宿 考

ha m 5 0 0 0 
神明上都市下水路 195 1.430 0.5 0 

t十40 施工中

黒川i都市下水路 1 09 0.5 0 5 0 0 0 計画決定済
t十 40 

資料;下水道謀
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(3) 住宅団地等の下水道

公共下水道、都市下水路の他に住宅団地.学校等二十数箇所に処理施設及び雨水排水路が

整備されている。

「水質汚濁防止法JVL基づく届出工場.事莱場名簿による昭和 51年 5月 31日現在の住

宅団地等の下水処理施設は表 2-5 3のとおりである。

第 2- 5 3 団地等の下水処理施設 昭和 51年 5月 31日現在

事業所名 種 類 処理人口 処理水量 処理方式 放 流 先

人 mγ日
百 草 団 地 公団住宅 11.000 2.200 活性汚泥法 湯沢J11→程久保川

高幡台団 地 !I ス000 1.400 " 
If 

日野新坂下住宅 公社住宅 1.050 21 0 11 浅 JII 

平 山 住 世，_Lー・ 11 5.000 900 11 fI 

日野三 沢団 地 都営住宅 600 150 11 程久保J11 

日野平出団 地 " 2.1 11 422 11 浅 J 11 

日野新井団 地 n 1.652 330 11 H 

日 南 団 地 民間住宅 2.600 520 " 程久保川

第三武蔵 野 11 640 128 " " 

芙蓉高幡ベ ツ l " 1. 1 00 220 " /1 

南平台団 地 ff 1.500 300 " 開

京王 長沼団地 " 1.150 230 " 浅 J 11 

豊田 コーポラ ス " 550 1 1 0 " H 

豊田第3コーポクス 11 810 1 51 If " 
西武百草 園 If 3，600 900 If 程久保川

東京電力(電K'K) 
東学園

弓会UE4， 校 2.5 00 280 " 大栗川

都立日野高等学校 " 900 67 !I 浅 J 11 

CK'K)総合医学会 レジャ-tンタ← 1.207 1 00 11 " 
日本信販CK.K)

民間住宅 3，000 630 11 程久保川百草 団地

中央体大育学部南合平宿所 700 21 0 " 浅 J 11 

京高幡王不帝都動電駅鉄前(ピKノ-レK〉i| 内E 間| 800 200 活性汚泥法 程久保川
+砂ろ過

国鉄日野平山宿舎 J国鉄住宅 | 1.1 30 282.5 活性汚泥法+ 浅 } 11 
自凝沈+砂ろ過 i

資料 :r水質汚濁防止法」陀基づく届出工場 ・事業場名簿 (都多摩公害事務所)
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呪 し尿処理の現況

(1)概況

現在日野市のし尿は.水洗便所を通して公共下水道.団地下水道、し尿浄化槽へ流入する

ものと.汲み取りによりし尿処理場へ運ばれるものがある。

表 2- 5 4 し尿処理の額要 (昭和52年3月1日現在)

lX 
刀く 洗 汲み取り

ぷ口:... 計

公共下水道
部也下z情及

し尿処運場
びし尿浄化槽

人 人 人 人

人 口 1 8，51 0 58，536 59.813 1 36，859 

比 率 1 4 活 43 % 44α% 100 % 

」一 一一一一一 ー一一一一

資料 ;生活環境部清掃謀

表 2-5 4を見ると、 総人口の約半数が し尿を汲み取り便所に貯蔵している実状で.非衛

生的であり悪臭に悩むこともあるロ

また.水洗化人口の中でも公共下水道により処理しているのはわずか総人口の 14%にす

ぎず.他は団地の処理施設もしくはし尿浄化構によっている。小規模な下水処理施設やし尿

浄化槽は、流入水質の変動も激しく.処理程度もあまり期待できず.悪質な排水が公共用水

域 に放流される危険性が強い円

公共下水道.団地下水道については r8.下水道の現況Jで述べたので、ここでは.し尿処

理場の収集量及び処理水の状態ならびに主な下水処理施設の汚混量について調査した。

(2) し尿処理場

本市のし尿処理場は.日野市衛生処理場の 1 ';T所で.多摩川と浅川の合流点に位置し.汲

み取りし尿と下水処理施設等の汚混の収集処理を行なっている。収集量の内訳は、汲み取りし

尿が 60喝、下水処王室施設等の汚泥が 40%である。収集さ れたし尿及び下水処理施設等の汚泥

はし尿処理施設を経由して.処理水は根川へ放流し.汚泥は埋没処理をしている白

当 し尿処理場の近年における放流水の水量、 BOD水質は次のとおりである。
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表 2- 5 5 日野市衛生処理場の放流水

年 年間放流量 ! 日平均放流景 sOD水J頁

1550，40m0 y年
m~ 日 28 ppm 4 6 3，700 

4 7 2.025，990 5，551 2 4 

48 882.700 2.41 8 1 8 

4 9 1. 066.70 0 2.922 3 1 

5 0 1. 3 1 8，1 59 3.61 1 
225-「

5 1 1. 1 56.26 7 3，1 68 

資料;生活環境部清掃課

* 希釈倍率は各年とも 20倍である。

当し尿処理場の収集量の実績と計画収集量の内訳を表 2-5 6に示した。

， 
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表 2- 5 6 日野市衛生処理場の収集 量の 内訳

年 次 男IJ
区 分 単 位

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 

①行政区域内総人口 人 105，2 33 110，830 116，2 0 2 121.095 125，550 133，605 140，285 14ス299154，664 162，397 170，000 178，000 18ス000196，000 205，000 214.000 

② 処理対象区域内総人口 人 105，233 110，830 116，202 121.095 125，550 133，605 140285 14ス299154，664 162397 170，000 178，000 18ス000196.000 205ρ00 214ρ00 
一 ト一一一ー一一一

7.J<洗人化口 i③ 公共下水道人口
人 16，977 17，338 17，699 1ス933 18，126 18，361 18，600 18β41 19.086 1呪334 1呪586 19，841 20，098 20，360 20，624 20β93 

同

④ し尿浄化槽人口上
人 29，935 31，503 33β60 3ス342 40.104 46，204 50，713 54，986 60.047 64β71 69.492 74，375 7呪756 85573 91.970 98.483 

内
汲取り ⑤ 計画収集人口 人 58，321 61.989 64，643 65β20 6ス320 6史040 70，972 73.4 7 2 75531 78，192 80，922 83，784 8ス146 90，067 92.406 94，624 訳 し尿

③ 自家処分人口 人 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
⑦ 

人 58，321 61.989 64.643 65β20 6ス320 6虫040
~局4 汲取り 収集 人口

70，972 73.472 75531 78，192 80，922 83，784 8ス146 90，067 92A06 94，624 

し尿
③ i 1.4 1.3 1.1 1.2 1.2 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 住 1人 1日収集量

言十 ート一一一ー一一一一『
① 1日収⑦集量

人 ×③ Kl/1日 81 78 74 79 81 97 99 103 106 110 113 117 122 126 129 133 
よ3・
;函
口 し尿浄化 ⑪ Kl/日 4 4 19 28 35 42 45 47 50 54 57 60 63 67 71 75 
槽等汚泥

1 日 収集量

収 分 ⑬ 1人 1/日④収集 i 。 。056 0.7 6 0.96 0.91 0.89 Os6 Os3 0.8 3 Os2 0.81 0.79 0.78 0.7 7 0.7 6 量 ⑪

⑫ 1 品日⑫収/集⑦議景
ト一一ー一一一一

集
言十

Kl/1日 85 82 93 107 116 139 144 150 156 164 170 177 185 193 200 208 

⑬ 1 ト一一時一寸
』S芸3LL 』金三正L 1. 1.4 1.3 1.4 1.6 1.6 2.0 2D 2D 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.2 22 
思 汲取り

⑬1日収集量 K.l/I日作司 し尿 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
人
し尿汚浄化 ⑬ 

口 槽等泥 " K.l/I日
。 。 。 。 。 25 26 28 29 31 32 34 u l  分

計 ⑬ 11 K.l/I日 。 。 。 。 。 25 26 28 29 31 32 351 37 . 

⑫し尿処理施設流入量⑫+⑬ K.l/I日 851 82 93 107 116 164 170 178 185j 195 

資料 :生活環境部清掃謀

本 昭和52年以後は計画値であるo



(3) 主な下水処理施設

日野市衛生処理場に汚泥の処理.処介を託している主な下水処理施設は次のとおりであるロ

表 2-5 7 王な下水処理施設の発生汚泥号

下--------- 汚 泥 量

|長 山 市 営 9 2.9 
m~年

高 幡 市 戸邑~ 5.0 

• 
新 井 都 井邑、4 266.4 

/ 

一 沢 都 営 1 4 3.5 

新坂下(供給公社) 1 6 6.0 

日 鉱 8 6.8 

西 武 255.3 

高幡(大成プレハプ) 1 4 5.3 

滝 メ口』 (陶組) 7 8.2 

そ の 他 256.5 

言十 1.49 5.9 

資料:生活環境部清掃謀(昭和 51年の年間汚泥量)
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1 O.法定伝染病発生状況

表 2-5 8 法定伝染 病 の 発 生状況

年次 赤 痢 援江熱 腸チフス
日本 急性灰 ジフテ

その他 計
人口に対する

脳炎 白髄炎 リヤ 患者発生割合

人 人 人 人 人 人 人 人
日召来日40 305 1 5 。 。 。 322 2 1 1人陀1人

4 1 48 6 。 1 。 。 56 1，30 9人l!l:1人
• 

42 24 1 0 。 1 。 。 。 35 2，2 6 6人に1人
4 3 1 3 6 。 。 。 。 。 1 9 4.360人tt1人
44 1 4 4 。 。 。 。 1 9 4.79 3人VC1人

4 5 63 1 9 。 。 。 。 。 82 1， 2 1 7人ltr1人

46 1 3 34 。 。 。 。 。 47 2，262人ltr1人
1 4 55 。 1 。 1 。 71 1，576人ltr1人

48 2 68 。 。 。 。 。 70 1， 68 3人ltr1人
49 7 35 。 。 。 。 G 42 2，915人VC1人

5 0 6 81 G 。 。 。 。 87 1， 454人VC1人

5 1 7 。 G 。 。 43 3，0 1 0人に1人
t 

資料 :日野保健所

• 
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1 1.工場排水の現況

(1) 排水規制

水需要実態調査(東京都都市計画局企画部 jでは‘東京都の各行政体ごとに.水の使用形

態を生活、都市用水と工場用水に介けて調査しであるロ図 2-5 1は本市における近年の水

の使用量を生活.都市用水と工場用水陀分けて.それぞれの比率を示したものである白総使

用水量としては.. 1日当り 7万m3 と各年次ともきほど変化はないが.その内訳を見れば激

しい移り変わりがある。生活.都市用水は.昭和 41年では 16 %であったものが人口の急

増に伴い昭和 48年では 46 9るにもなっているロまた、工場用水は工場数が増加しているに

もかかわらず、逆比使用水量は 84 %から 54%に減少している白これは大工場での用水の

節減.再利用等が考えられ.本市の場合工場総使用水号の大部分が数社の大工場によって使

用されているためである n 工場の使用水畏は年々減少してきているとはいえ、昭和 48年で

は 54喝を占めていて.総排水:告に対して工場排水量の占める割合も高いものと考えられ.

工場排水について十分な調査.検討が必要である門

下水道整備区域内の工場.事業場等の排水の下水道への受げ入れを考える場合に必要と思

われる事項は以下のとおりである。
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曹

43年!

44年

45年

46年

.， 

47年

48年

図 2-51 総使用水量(生活用水、都市活動用水、工場用水)の推移

生活、都市用水 工 場 用 水

16% 84% 

1 9係 81 % }2.3仰0日

/ 

m~日
23係 77% 164.600 

25% 75% 

28% 72% 

35% 65係

41 % 59% 

46係 54係

資料:(生活、都市用水)多摩地域水需要実態調査報告(都都市計画局企画部)

(工場用水)水需要実態調査税計表により、従業員 30人以上の工場

~11 8一

必/日
70，400 

砂旬
アス900

mケ日
73，7 0 0 

mグ日
73.200 

m"/日
7 3.5 0 0 



， 

， 

① 冷却用水.温調用水について

冷却用水.混訴i用水等が一般のプ ロセス排水と分離可能であれば.これを下水道K受け

入れても水質の改善が期待できないため.直接公共用水域に放流する事が可能となるロま

た.冷却用水.混釘用水は.総用水量に占める害!J合が大きいため、これを下水道に受け入

れなければ.下水道施設にとって経済的に有利である。表 2-65-2-67VCは本計画

托おいて実施 した工場.事業場等のアン ケート お査に基づく主な工場.挙業場等の用途別

用水量を示したが.冷却用水、温調用水の占める割合の平均は 50 %と非常に大きいこと

が示されているロただし.主に重工業関係の工場では.用水の再利用がひんぱんに行なわ

れていて‘冷却用水.温調用水が白収水として主に利用されている。表 2-68---2-70

は主要工場.事業場等の水源、別用水量を示したものである n これによれば富士電機.日野

自動単等が用水の再利用を行なっていて.しかも回収水の占める割合は非常に大きい。

② 工場排水が著 しく 多量であるもの.その他工場等が単独で処理を行なうことが適当であ

ると考えられるものについて

工場排水が多量であるもの.あるいは家庭汚水と合併処理するメリットのない排水で工

場等が単独で処理することが技術的にも経済的Kも適当であると考えられるものについて

は.下水道の基本計画において.これらの排水量‘特定施設の穏類及び処理施設の穏類等

を詞査し.計画陀反映しなければならない。表 2-59--2-61は.東京都公害防止条

例の規制対象となっている日野市の工場.事業場等である。また ..~2-52vcはその位

置を示した。
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表 2-5 9 排水規制の対象 事 業所 (日E休日 51年 ) (その 1 ) 

産業 特定 施 設 処理施設
工場 ・事業所名

中分類
使用水量

の 穏類 の 手重業員
規制項 目 排水量 放流先

72-2ーイ 有 害
同Y日

| 小西六写真工業 26 (地下水) 4 3 
pl-I， BOD， OOD. SS. 

10.000 浅川|
勝目野工場 12DO 0 ne，t匂 68 有機 ON， 0 r .0 r 6十 Od

(上水道)
3ーホ

藤野缶詰側 18 1 0ーホ・ロ 有 機 pH. BOD. OOD. SS 200 日野用水
(地下水) 4-ロ

1 2ーロ・ニ

光工業秘
33 
(上水道) 65 

他 pH 1 7 開

日野工場 80 63ーホ

総合銘板工業側 (上水道) 65 
" 

6+ 
1 2 JI 

日野工場
35 1 2 66 

pH. Or ，Or 

日野オフセット (地下水) 65 
f! 
pH. BOD. OOD.S S. 

65 浅 川
印刷僻村

25 65 6 8 o r ， 0 r 6+ • 0 u ，Z n 

(上水道 ) 65 
側進和製作所 33 If p H. ON • 0 r • 0 r 6十 5 日野用水3 66 

(地下水)

ニック食品工業
70 

1 0ーロ
1 8 (上水道 ) 有機 pH. BOD. OOD.S S 80 11 

併合 5 

側山崎光学研 (上水道 )
53ーイ 有害 pl-I.Od.Pb，SS 0.5 膏

究所
37 0.5 

(上水道 )

安 達光学 Q掲 " (地下水)
If If pH，Od.Pb 30 11 

電古日河機野工研材業究料脚部所
(上水道 )

17-2ーイ

1 3 5 3ーイ 他 pH.Od.Pb.t¥S 1 5 浅 川
1 5 6 3ーイ

65 
オリエント時計 (地下水) 6 6 

pH. BOD. COD.SS. 
37 ON . 0 r . C r 6 + • 0 u • . 430 日野用水

側 日野工場 600 6 3ーホ
Zn 7 2 

雪印乳業側4
1 8 
(地下水〕 2-ロ

有機 pH. BOD. COD. S S 6，000 " 日野工場 6，000 7 2 

! (上水道〕
他 IpH. OOD. SS. ON 旭天然色側 78 130 68 11 

(地下水)
i 

資料 :r水質汚濁防止法Jvc基づく 届出工場、事業場名簿(都多摩公害事務所)
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表 2-6 0 排水規制jの対象 事業 所 (昭和 51年) (その 2 ) 

工場・事業所名
産業

使用水量
特定施設 処理施設

規制項 目 排水量 放流先
中介類 の 種類 の種類

ポ/日

(有)片野工鍍業金所 (上水道 〕 66 有害 pH， ON ， 0 r ， 0 r 
6+ 

5 日野用水33 1 3司与/日

千代田自動車工 (地下水) 6 3ーイ 有機 pH. BOD. 00:0. 8S. 
395 浅川

業体〉
36 395 65 他 Fe.Zn 

(地下水)
65 

有機 UbHN，BOD，CO6十1).88. 富士電椴製造船
35 

66 3.500 " 東京工場 6732 ーホ 有 害
. 0 r ， Or o-r. Od • 

3.500 Zn 

トッパン・ムー7 (地下水) 65 有機
pH. BOD.OOD 200 " t掬

25 
68 f出240 

小林産業 tt持 30 一 54ーロ・J、 他 27 日野用水

δ5 
有害

日野自動車工業 (地下水) 6 6 p 1-1. BO D • 00 D. S S ~ 
36 7 2 有機 9，000 谷地川

。~i~ 8.300 6 3ーイ・ホ 他 ON，Zn，Ou 

側 伊勢丹クリー
77 
(上水道)

6 7 有機 pH， BOD. OOD， SS 90 浅川
ニング日野工場 11 4.7 

豊田電車区 60 
(地下水)

7 1 な し
pH. BOD. OOD， SS ， 

150 11 

158 油分

造日本腕特農殊薬農研薬究所製 93 
(地下水)

71-2ーイ 一 pH.Hg.有機P 280 " 280 

淡水闘く差勝fA庁 fI 
(地下水)

If な し ON，Orる十，Od.PCB 3.4 9 0 日野用水
3，500 

(上水道 ) Or6+ ，Od.Pb 多摩水質研究所 89 " " 1.7 
1.7 

(上水道 )
農林省蚕糸試験

93 
2.3 !f 一 Or6+ 8.3 日野用水

場 (地下水)
6.0 

都立工科短期大
91 
(上水道)

fI 有害 ON 1 00 浅川
づみ斗一ι (地下水)

都立日野牛乳検
88 
(上水道) 11 一 Or 6十 1.3 程久保川

査室 1.3 

資料: i水質汚濁防止法Jvc基づく届出工場、事業場名簿(都多摩公害事務所)
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表 2-6 1 排水規制の対象 事業 所 (昭和 51年) (その 3) 

l工場・ 事業所名
産業 特定 施設 処理施設

中分類
使用水量

の 種類 の種 類
規制 項目

帝人側央 (地下水) 川手/日
浅川中 研究所 93 400対/白 71-2ーイ 一 pH， BOD， OOD， SS 400 

明星大 学 91 
(地下水) If 一 有機Pを除く全項目 1 8 1 程久保川
261 

的 環境管理 (上水道)89 11 有 害 pH，有害物質全項目 22 日野用水センター 22 

関羽田ヒューム管 30 
(地下水) 54ーロ・ハ
1 00 

イ由 pH 循環所用 11 

瑞豊 産業 11 (地下水) 59ーロ /{ 11 11 

500 

情汰輿工石業材所 1 3 
(地下水) 6 0 " pH H fI 
90 

富士電機労働 75 (上水道) 66-2ーイ・ ロ 有機 pH. BOD. OOD 59 浅川
組合労働会 館 59 

日野保 健 所 89 (上水道 ) 7 1-2ーイ し 有害物質全項目 26.6 日野用水
26.6 

資料 :r水質汚濁防止法Jvc基づ く届出工場、事業場名簿(都多摩公害事務所 )

ヰ〈表中の規制項目の化学起号の名称、は次ページ に示した。

なお.東京都公害防止条例によ る工場排水規制は、調布壌から 上流では下水道の排水基

準 と|句じ基準を適用している口東京都公害防止条例による下水道の現在の排水基準は日間

平均 s002 0 ppm であ るが. 多摩川 の水質環境基準を達成するための施策である国の

公害防止計画.あるいは都の公害防衛計画では.下水処理場の放流 水質は B0 D 1 0 ppm 

以下とすることにな ってい る。 このほか .下水道涯に基づ く流域別下水道整備総合計画が

現在都陀おいて策定中であるが. この中においては BODの処理の ほか富栄養化防止.二

次汚濁防止のためチ ッ素、リンの処理についても 考厳 しなければな らないことが予想され

る。以上述べたよう VC.. 多摩川の水質環境基準の達成.維持.ある いは処理場放流水の水

質基準の強化K対処するためには.現在行なわれてい る様準活性汚泥法による二次処理 ま

ででは困難であるロ このため‘更K高度な処珪が必要であ り.特Kチッ 素.リンの処理K

ついては、 このための処理施設が必要となっ て くる。
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化学記号の名称(表 2-59.. 2-60、 2-6 1 ) 

pH 水素イオゾ濃度

BOD  生物化学的酸素要求景

COD 化学的酸素要求量

s s 浮遊物質量

CN  シアン化合物
' 

Cr クロム化合物

• Cr6十 六1面クロム化合物

Cd カドミウム及びその化合物

Cu 室開

Zn 亜鉛

Pb 鉛及びその化合物

As 枇素Jx..びその化合物

Fe 溶解性鉄

Hg 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

有機P 有機燐化合物

PCβ ポリクロリネイテッドビフェ ニノレ

上記名称は、水質汚濁防止法施行令第二条及び第三条による n
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(2) アンケート調査結果

本計画を策定するために工場、 事業場等の アングート詔査を行なったが‘その調査結果の

中から排水量!原単位を設定するために必要なヂータを掲げたのが表ー 2-62-2-64で

ある n

-125ー



第 2-6 2 

事業所名

富士電機製造勝場
東京工

雪印乳業併九

日野工場

小西六写日真工野業工開場

千代田自動車工業0'10， 

日野自動日車工野業工Fi場d 

東京芝浦電気持場id 
日野工

ニック食品工業 (:1治

羽田ヒュ日ー野ム管工~j場p 

日野オフセット

印刷 W~

トッパン・ムー工ア場mj 
日野

麻生製作所 約

東京電子工業開

坂西精機 側

ファースト製菓()，t.め

大松製作所(i3.戸

東京強化日硝野子工工業場(刈

神鋼電機W尽持
東工場

日野精機 制令

NBC工業 開

(株)東晃製作所

(有)旗野製作所

工場規模を表わす基礎数値と排水量の実態(ア ンケート調査)昭和 51年

く製造業その 1 > 

業 種 名 従業者数 敷地面積 製荷造品 排水量
放流先の

出額等 名 称

人 ?η，2 
27，9百0万0円

"もる/日
35電気機械器具 2.070 1 45，7 5 5 895 浅川

18乳製品製造業 252 21.220 ス741 2，600 一

26化学工業 2.130 151.940 30，573 8，500 
多摩川
浅川)

36 自動車部分品製造 430 44，927 6，420 255 一

21 製輸造送業用機械器具 5，004 429，599 1 36.080 5，264 谷多地摩j川経由
11水域

35 電気機器製造業 1.379 97，580 14，890 572 浅川

18清涼飲料水製造 30 1.859 544 30 日野用水路

30 ヒューム管豊崎販売 1 36 55，073 1，832 ( 1 0) 一

25 印 席リ 126 1 0，849 1.532 40 浅川

25 印刷製本業 395 8.782 ス144 247 浅川

加工賃収入 30 660 150 2 用水

35電気機械器具 249 20.421 1.373 5.1 市下水道

34一般機械 39 843 236 ( 5.8) 一

18食品製造 134 2，097 996 179 濯甑用水路|

35電 杉長 1 3 665 30 ( 0.9) 一

30 窪 業 23 一 159 20 
下水道
(暗渠〉

34振動機器 429 48，124 4，711 300 多摩川

36機械加工 165 1 2，4 30 1. 7 63 75 線国側道溝2へ0号

20 絃物製造 158 1 5.8 41 3，484 (245) 一

37 精密機器 23 9 (1.2) 一

34一般機械 5 32 ( 0.5) 一
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表 2- 6 3 工場規模を表わす基礎数値と排水量の実態(アンケート調査)昭和 51年

く製造業その 2 > 

事業所名 業穏名 従業者数 敷地面積 告書量等 排水量 放名流先称の

|日
人 m2 百

7
万
0
円 (1171) Y日野 電 工 {鮒 35各穏電，子機器 45 660 一

(有)富山精機製造所 34事務用機器 1 5 478 1 1 2 0.5 一

(株)新紅電気研究所 35 コゾノミイター 1 2 89 44 ( I ) 一

， 
(株)第一製作所 35電子部品 30 300 500 ( 0.5 ) 一

(株)ア カ サ 35テレビ等 60 896 336 (9 一

(有)多摩紙器製作所 24段ボール 1 0 620 88 ( 0.5 ) 一

第一精機(株) 37精密機械 34 1.480 50 ( 2 一

東京精器(株) 33 銀金 業 6 754 56 (0.3 ) 一

人 m2 百万円 抗予/日
メ口~ 計 1 3，432 1. 074，599 248，，655 1 9，262 

一一

* ーは未回答項目
( )は表 2- 6 5、 2- 6 6から算出
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表 2-6 4 事業所規模を表わす基礎数値と排水量の実態(ア ンケ ート調査)昭和 51年

く 製造業以外の事業所〉

事業所名 業種名 従業者数 敷地面積 排水量 放名流先称の

人 m2 my日
下水管へ

帝人勝中央研究所 一 235 63，360 475 浅川

日本特殊農薬製造緋
一 90 ヌ145 21 8 浅川

農薬研究所

東京西鉄道管理局
一 337 1 00，000 186 浅 川

長 田電車区

東京都立
591 62.408 一 一

工科短期大学

東京都衛生局
一 5 3，419 0.9 多摩川

日野牛乳検査室

環境管理センタ一例 試験研究 47 450 1 0 日野用水

農林省蚕糸試験場
蚕および桑に関

44 28，81 5 1 5 用水路
する試験研究

伊勢丹クリーニメグ紛 クリーニゾグ 55 1.479 50 
下水から
河川

明 星 大 づρム4ー， 一
(学生等 ) 248，359 294 程久保}fI6，350 

旭天然色 併特
カラーフィ ルム

62 660 81 
現像 一

東京都 日野保健所 一 55 3，41 9 一 一

命財 日野 産業 サービス業 8 一 一 一

>1く ーは未回答項目
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表 2- 6 5 1日当り用途別用水量 (アンケート調査) 昭和 51年

く製造業その 1>

孟~
ボイラー 製品処理水

原料用水 冷却用水 温調用水 ぷE3』 計
用 水 と洗浄用水 水を含すよ

富士電機製造側場
間 J予/日 m..y日 向与/日 m..;/日 町ろ/日 77Ly日 m..3/日

東京工
15 90 365 1.1 30 71 7 2.31 7 

雪印乳業側野
日工場

54 50 968 1.258 216 54 2.600 

小西六写日真工野業工駅場 450 4.000 1.400 3.500 300 9.650 

千代田自動車工業紛
0.7 80 100 74.3 255 

' 
排(水6407処80理)水日野自動車工業工側場 244 56 3.388 1 1 3 1.1 67 

(6.046) 
日野 5.646 

東京芝浦電気州場
日野工

5 40 1 41 26 362 572 

ニック食品工業臨時 2 5.5 35.6 3 1 34.9 82 

羽田ヒューム管工俄場1 
日野

35 21 294 1 0 360 

日野オフセット印側刷 1 0 40 5 24 79 

トッパン・日ム野ーア工併場特 1 0 35 5 50 147 147 

く注 1> ( 1. 5) ( 0.5) (2) 
麻生製作所 側 4.5 0.5 5 

東京電子工業側 2.4 2.4 

坂西精機側 5.8 5.8 

ファースト製菓 側 1 1 6 34 1 35 4 190 

大松 製作 所 側 0.9 0.9 

東京強化日硝子野工工業場旅特 1 9 20 

新制電機掬
6 1 1 2 29 158 305 

東京工場

日 野精機管ぬ 1 5 20 45 80 

NBC工業側 2 66 43 33 103 247 

制 東晃製作所 1.2 1.2 

(有)鏡野製作所 0.5 0.5 
. 

く注 1>:5 2年 5月K工場の一部が八王子市へ移転する。 移転後は ()内数値になるn
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表 2-6 6 1日当り用途別用水芳 (アンケート 調査 ) 昭和 51年

く製造業その 2> 

lよ沢三 ポイラー 製品処理水 そ の雑排他
原料用水 冷却用水 混調用水 飲料水 メEコ』 計

用水 と洗浄用水 (水を含む ) 

m.3/日 m.y日 7YI_S/日 γ'1.y臼 mγ日 γ'1.う/日 押1.γ日

日野電工傷付

(有)富山精機製作所 0.6 0.6 

(樹新紅電気研究所

(掬第 1製作所 0.5 0.5 

(株当 7 カ サ 5 2 7 1 2 

(有)多摩紙器製作所 0.5 0.5 

第一精機 駄1 2 2 

東京精器 側 0.3 0.3 

ぷロ』 言十 860.7 1 3呪5 6，896.1 6，894.0 5，06呪O 3，225.4 23，083.7 

(4 ヲ~) ( 1 %) ( 30%) ( 30%) ( 22%) (14%) ( 1 00悌〉

畦
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表 2- 6 7 1日当り用途別用水景 (ア ングート 調査) 昭和 51年

く 製造業以外の事業所〉

よ日と
ボイラー 製品処理水

(飲そ料水の雑他排原料用水 冷却用水 温調用水 メ口与 計
用水 と洗浄水 水を含む 〉

く注 2> m3/l日 m3/日 m3/l日 m3/日 (夏十2，800) rrr/日 rrr/1日
也

帝人側中央研究所 1 7 259 137 204ηる/日 43 660 

日本特殊農薬製造併
1 0 208 218 

農薬研究所

東京西鉄道管理車局
豊田電 区

9 24 8 145 186 

東京都立
3 45 48 

工科短期大学

東京都衛生局 0.9 0.9 
日野牛乳検査室

環境管理セン ター掛 4 6 適水量 1 0 

一
農林省蚕糸試験場 1 2 5 1 5 

伊勢丹クリーニング側 4 34 1 0 2 50 

明 星 大 持寸ιー 1 6 15 296 327 

旭天然色鮒 40 35 4 2 81 

東京都日野保健所 2 ス6 9.6 

。前 日野 産業
-i i 5 5 

i 

<注 2> 推定値
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表 2-6 8 1日当り水源、別用水量 (アングート調査) 昭和 51年

く製造業その 1>

言説トー主竺 上水道 井戸水 その他 回収水 メ口~ 言十

富士電機東京製工造場:株)
mY日 my日 m.y日 my日 my日

1. 1 52 1.165 2.31 7 

雪印乳業(株)
2.600 2.600 

日 野 工場， 
小西六写真工業(株)

呪650 呪650
日 野 工 場

. 千代田自 動車工業(株) 255 255 

日野自動車工業(株)
5，646 

(排:7~回[Þj()
52.200 58，246 

日 野 工場 400 

東京芝浦電気(株)
572 572 

日 野 工 場

ニック食品工業 (株j 2 80 82 

羽田ヒユー ム管 (株)
360 360 日 i汚 工場

日野オフセット印刷(株) 79 79 

トッバゾムーア(株) (地表水)
247 

日 野 工 場 247 

く注> (2 ) ( 2 ) 
」再生製作所扮 5 5 

東京電子工業 (株) 2.4 2.4 

坂 西 精 機 (株) 5.8 5.8 

ファースト 製菓 (株) 75 1 1 5 1 90 

大松製作所 (株) 0.9 0.9 

東京強化石骨子工業(株)
20 20 

日 野 工場
ーら

押鋼 電機 (株)
1 1 294 305 

東京工場

日 野 精 機 (株) 80 80 

NBC  工 業 (株) 1 2 247 259 
ー

(株) 東晃製作所 1.2 1.2 

(有) 鎌野製作所 0.5 0.5 
i 一一 一

く 注>: 5 2年 5月K工場の一部が八王子へ移転する。移転後は( )内の数値になる。

-132ー



表 2- 6 9 1日当り水源、別用水景 (アングート調査) 昭和 51年

く 製造業その 2> 

海面?ーと竺 上水道 井戸水 その他 回収水 え口』 言十

mグ日 my日 my日 my日 my日
日 野 E喝H 工 (株)

(有)富 山精 機製 作所 0.6 0.6 

• (株)新紅電気研究所

(株)第一製作 所 0.5 0.5 
F 

(株)ア カ サ 1 2 1 2 

(有)多 摩紙 器 製 作所 0.5 0.5 

第 一 手育 松ぇ (株) 2 2 

東 尽 不育 器 (株) 0.3 0.3 

メEhヨh 言十 22ス3 21，056.4 64ス0 53，365.0 75，2 9 5.7 

(0 %) (28%) ( 1係〉 (72 %) (1 OO~) 
一 一一一一一一一一一一一一一

a 
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表 2-7 0 1日当 り水源、別用水費 〈アゾグート 調査) 昭和 51年

く 製造業以外の事業所〉

言言~空 上水 道 井 戸 水 その他 回収 7K i口斗 言十

my日 my日 mγ日
(夏十2800)

mラ/日

帝人(株) 中央研究所 660 o my日 660 

日本特殊最薬製造(床)
21 8 218 

農 薬研究所

東京西鉄道管理局
200 200 

童 図 電 車区

• 

r 東京都立工科短期大学 48 48 

東京都衛生局
0.9 0.9 1 

日野 牛乳検査室

環境管理セン ター(株) 1 0 1 0 

農 林省蚕糸 試 験 場 5 1 2 1 5 

伊勢丹クリーニング(株) 50 50 

明 星 大 寸《込4一 327 327 

旭 天 然 色 (株) 80 81 

東 京 都 日 野保 健所 8.2 8.2 

(有) 日 野 産業 5 5 

1. 

" 
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12.東京都多摩動物公園

多摩動吻公園は小起伏の続く丘陵地帯(日野市程久保)に位置し.本市で最も標高の高い地

域であり市街化調整区域となっている。本圏の開国当初(昭和 33年 5月 5日開園)の面積は

約 28 ha であったが.その後用地買収Kより敷地の拡大を計り.現在では約 51 ha vc及ん

でいる。また、施設の増大や圏内整備の拡充に{半い.動物数や入国者数も次第に増加し.開国

当時では動物数が 13 0種、 550点.入国者数が年間 80万人であったが.昭和 50年では

動物数は 197穏.. 1. 6 2 4点.入国者数は年間 17 0万人に至った。

表 2-7 1 入 国 者数の推移

年 度 年間総数 日平均 数 重←ロ 度 年間総数 日平均数

人 人 人 人
3 3 834.606 2.290 42 985，931 2.700 

3 4 804.1 31 2，200 43 1. 02 0，571 2.800 

3 5 71 3，8 35 1.960 44 1.129.824 3.100 

3 6 89 5，1 1 2 2.450 45 1. 4 23，440 3，900 

3 7 91 0，406 2.490 46 1.529.417 4，190 

38 95ス184 2.620 4 7 1. 778.852 4，870 

39 1. 2 0 3.0 1 7 3.300 48 1.88ス158 5，170 

4 0 1. 1 1 8，0 6 7 3.060 49 1. 890，584 5，180 

4 1 I 1. 0 46.6 7 1 2.870 5 0 1.70ス067 4，680 

資料:事業概要、昭和 51年版(東京都多摩動物公園)

また、近年の毎年最大入園者数及び入国日は次のとおりである口

表 2-7 2 毎年最大入国者数及び入国日

年 度 最大入国者数

4 8 1 5ス835人 5ぺ/5 
4 9 78.921 5 / 5 

5 0 95，1 43 5 / 5 

5 1 6 5，51 1 5 / 2 

5 2 5ス390 5 / 3 

資料 :束京都多摩動物公園
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多摩動物公園では、将来の入国者数として年間約 250万人を見込んでいるのこれには、週

休 2日制の徹底、多摩ニュータウンの完成及び中央大学の転入等をその根拠として挙げている。

また.本園では活性汚泥法陀よる処理施設を 2つ有し.動物排水、入園者排水等を処理して

いる。現在の日平均処理水量は約1.5 0 0 mY日であるが.将来の排水量は圏内施設規模の増

大 Kより.多摩動物公園では日最大で 20 0 mY日の増加を見込んでいる白
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